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嚴
列
な
る
厢
彈
ご
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疲
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突
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馳
驟
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代
學
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ぅ
®
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な
い
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乍
併
彼
れ
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該
學
說
上
に
.於
る
旣
柱
の
獨
斷
を
⑩
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し
暖
昧
セ
别
拭 

し
y

淸
沒
透
徹
せ
る
.思
紫
に
依
ジ
て
遂
に
收
稷
較
差
の 

二
元
的
論
據
に
立
ち
、
：以
て
：地
代
の
發
生
變
動
を
極
め 

て
合i

；

的
に
闕
M

せ
る， L

事
は
"
斷
じ
プ
後
人
の
無
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を
許
さ
ざ
る
功
績
で
あ
る
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蓋
し
遙
遠
の
昔
に
週
及
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を
ホ
：で
.
-

5-̂

無
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.
：
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ペ
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ト
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代
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代
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め.先
懷
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し
て
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た
徹
底
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圓
す
る
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無
ぐ
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ダ
ム
®

ス
ミ
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於
て
は
或
は
地
代
を
以
て
僧
将
の
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成
分
子
に
.あ
ら
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爲
し
、
或
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地
代
を
以
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も
の
あ
ね
。
偶
々
リ
カ
ア
ド
ォ
の
推
理
の
旧
は
"
#
®
な 

る
； *

韻
の
蔭
に
冥
理
を
蔽
ひ
又
斯
く
も
R

昧
を
假
借
す 

る
の
儉
安
を
許
さ
す
"
只
管
純
然
た
る
原
因
結
果
の
機 

械
的
關
係
に
於
て
"
.
地
代
の
本
質
の
徹
底
的
究
明
を
大 

成
し
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
識
欺
訓
膀
の
孰
れ
を 

問
は
す
苟
も
地
代
學
說
を
云
爲
す
る
はV

の
激
が
、 

タ
カ
ア
ド
ォ
の
所
論
を
無
碍
に
.闕
却
し
能
は
ざ
る
所
以 

の
r

は
正
に
愛
れ
存
す
る
も
の
を
云
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
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然
る
に
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彼
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の
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不
當
に
报
傷
せ
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す
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れ
は
唯
だ
他
者
.の
學
說
を
蹈
壊
反 

f
f
i 

L
I
た
る
以
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等
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獨
特
の
.創
意
を
以
て
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寄
與
せ
る
所
無
レ
ビ
の
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，非
難
の
吐
露
を
見
る
に
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ね
.。斯
く
て
亦
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ジ
力
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赏
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に
於
け
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の
み
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や
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獨
侧
的
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滅
に
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て
も
、
紛
.

々
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殿
得
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細
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し
た
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あ
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ぱ
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賞
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贬
の
雨
偏
執
ょ
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力
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前
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ね
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地
代
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す
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は
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撒
成
分
.
 

子
に
あ
ら
ホ
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構
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た
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を
得
す
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ざ
る
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作
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存
狂
す
る
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蓋
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ッ
：力
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ド
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に
從
ぺ
ば
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ー
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價
を
決M

す
る
者
は
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大
多
母
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發
働
を
以
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せ
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ぢ
れ
た
ネ
其
穀
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す
れ
ば
地
代
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を
徹
す
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k
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v

タ
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耕
作
地
に
於
け
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本
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す
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r

o
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な
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:
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^
^

地
代
の
性
質
に

M 

posed :for 

Scotland

ダ
を
時
の
上
司
に
献
呈
せ
る
は

J
す
る
研
究V

し
て
银
前
に
呈
示
す
る
か
、
或
は
典
國
人 

七

七

七

年

十

！
一
月
、

S

も

未

だSir James 

s
t
e
u
a
r
t

が

™ M
c
c
u
l
l
9
0
h

が
行
へ
る
如
く
に
、
自
己
の
思
®
を
異
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至
上
至
高
の
經
脾
學
者

W

し
て
公
银
の
大
半
に
讚
仰
せ

：

に
發
揚
す
可
き
オ
幹
の
片
鯽
を
だ
も
具
有
し
や
ね
ぶ
せ 

ら
れ
、
同
時
じ
亦
た

1

股
の
注
目
が
漸
く

r

國富論

」

上
ぱ
、事態は必定

j

變
し
，た
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で

あ

ら

ぅ
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a
r
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轉
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先
づ
彼
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代
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-

殺
生
を
説

®

し
て

.

云
ふ「

凡
そ
如
レ
：費
は
最
も
豊
饒
な

'

る
土
壞
を
餅

S

す
る
失

®

に
®
敵
す 

何
な
る

®

土
に
於
て
も
，
：其
全
住
は
支
持
す
る
に
足
る
か
或
は
是
ょ
り
多
額
な
る
可
き
を
以
て
、
必
然
の
結 

:

る
可

&

穀
物
に
對
す
る

i
i

.

要
は
蒋
す
る

.

。
而
し
て
其
穀
：

振

t
s

し
も
各
々
の
田
細
に
産
出
ず
る
同
量
の穀

#
?

が
等 

物
ぱ
奨
大：

な
る
失
費
或
る

.

®

合
に
，於
て

.

は
最
も
：法
外
な

-

價
じ
賣
却
出
來
る
も
の
ミ
す
,

最
も
豊
饒
な
る
土 

る
'

す
パ
を
撒
す
る
に
あ
ら
さ

.

ぐ
は
，、.

仏
の

.

膝
土
か

.

ら
軸
；.

一.

.

.爐
を
ポ
転
す
る
に
到
す
る
利
'潤
は
他
を
耕
転
す
る
に
身 

政
す
る
事
が
本
可
能
で
あ
る

.

が
、ら

>

 

通
常
住
民
は
彼
等
す
る
利
潤
ょ

b

も
、
甚
；こ
莫
大
で
あ
る
に
遂
ひ
な
い

0

身
の
鄉
土
に
於
る
所
産
に
依
つP

扶
持
せ
ら
れ
る
の
そ
し
て
そ
れ
は
不
毛
の
度
の
增
：進
す
る
に
從
つ
て
引
纖 

-

を
、
飛
も
布
利

W
.

認
め
：る
ね
至

.

る
.

。.
.
.，
，
然

し

其

廣

物

が

農

.I
;；

き
減
跟
す
る
か
ら
、
結
局
或
る
劣
等
階
紙
地
の
耕
作
鼓 

关
じ
依

C
V

て
給
付
せ
ら
る

.

、
®

格
は
、：

事
情
に
從
う
てI

.

が
全
產
物
の
，®

称
を
平
等
化
す
る
ビ
云
ふ
事
賞
が
生
す 

を
し
く
相
異
す
る
。

 

y
:

: 

る

如
何
な
る
國
土
じ
於
て
も
、
豐
饒
の
點
に
關
し
互
にI

 

::

如
上
の
前
提
を
以
て
、
，F
階
級
は
其
.所
鹿
.の
燕
黎
が 

大
差
れ
布
す
る
樣
々
の
出
®
が
あ
る
.。
今
假
に
此
等
をj

y

一
 

ボ
ル
に
就
さ
十g

志
に
賣
却
出
來
れ
ぱ
、
其
耕
作
費 

夫
-々
A 

ビ

*
D 

等
の
义
字
を
以
て
指
示
せj

を
辛
ぅ
じ
て
支
拂
ふ
に
足
々
全
然
何g

：

の
地
代
を
も
提 

ら
る 

>補
々
な
る
階
®
に
湖
列
じ
、
A
階
級
は
最
も
豊
供
せ
ざ
る
底
の
，總
，て
の
E

W
を
包
含
し
、
又
E
階
®
は 

隨
な
る
土
-
;
^
を
包
含
し
>
.他

.

2: ま

文
字
は
®
次
.豊饒の：
北つ所産が

1

ボ
ダ

に
就
き
十
三
志
に
賣
却
出
來
れ
ぱ
拾 

度

を

低

下

る

各

S 
土
f
tの
階
，級

を

衷

示

す

る

も

の

を

.も
其
の
-失
赞
を
報
償
し
て
何
等
の
地
代
を
も
提
供
せ
ざ 

.想
ぜ
す
る
ス
热
而
.最
'
:
.
^
^
®

痛
な
る
土
域
，̂
耕

転

實

る

先

，
る

所

の

旧

圃

を

包

含

し

、
同

樣

，に

D 

*
c 

.
B 

A

の
詣
階 

，然

十

七

お(
一

五
七
1
3 

.
0 

.鋒
リ
カ
ア
ド
す
地
代
學
魏
の
先
縦 

第
九
號 

九
九
-
,

L

0
 

匿



ポ

十

セ
# 

(
j

冗

セ

n

て

維

-力
プ
‘ド
★
地
代
擧g

ゆ
先
嗽
、

:

ま

は

夫

々

新

を
.
.
.

j
,

ホ
.
ル

に

就

さ

十

二

志

'
.
®

4-^

一
 

志

，
， 

+

志
"

九

志

じ

賣

却

し

，得

れ

ぱ

^

マ
赖
密
に
各
自
の
耕
作 

毀
を
報
悩
し
て
毫
末
の
地
代
を
も
伴
は
ぬ
も
の

5
/

J
p?

足

せ

よ

。

.
. 

-.
-
.

-

-

更

に

此

等

の

®

®

の

布

在

せ

：る

：國

土

の

：

住

民

が

陵

 

如

の

四

.階

‘級

、
即

ち

A

 

O

B

 

d

.

-

D

の

所

産

を

以

て

支

特

 

し

得

可

.

^
も

の

€

せ

よ

。

然

ら

ぱ

志

し

も

其

國

土

，の
す

5

、
 

麥

の

平

：

5
T

賣

债

が

一

ギ

ル

に

就

千

！

一

志

-
な

る

に

：於

て

 

は

フ

Q

階

親

の

旧

则

れ

ぽ

用

せ

も

‘
者

は

、

：

全

然

何

等

の

. 

地

代

を

支

挪

ふ

事

無

C

辛

じ

て

之

を

餅

作

し

得

る

徐

裕

 

を

布

す

る

。

故

に

若

し

此

等

の

S

卿

が

穀

物

よ

ひ

も

j

 

層

僅

少

な

A

失

®

を

以

て

齋

し

得

可

き

他

の

產

物

の

皆

 

無

，

る

時

は

'、

農

夫

は

地

主

に

：
辦

し

如

何

な

：る

地

代

を

 

提

供

す

る

を

得

な

い

。

又

然

る

時

は

E

及

F

階

級

の

 

W

卿

に

對

し

て

も

地

代

は

徵

生

ず

る

：
を

得

す

、

且

つ

地

，
‘、 

主

め

：極

度

の

貪

樊

を

以

て

す

る

も

此

條

是

に

對

し

ご

ね

： 

代

を

®

奪

す

る

事

は

出

來

ぬ

。

：

是

に

反

レ

て

如

說

の

事

；

第

九

瑪

：

8

新

転

を

許

さ

な

：い

か

ら

、

住

民

は

其

欲

求

を

充

足

す

る

 

.
爲

に

、

穀

物

を

異

邦

か

ら

輸

政

す

る

の

必

要

に

迫

ら

れ

 

る

で

あ

ら

う

。

，
然

し

若

し

穀

物

が

其

異

邦

ょ

b

平

均

一

 

.
ボ

ル

に

就

き

十

三

志

以

下

に

於

て

は

輸

政

す

る

能

は

ざ

 

.
る

.

^

發

見

す

れ

ば

"

內

國

市

場

の

價

格

は

此

率

じ

ま

で

 

騰

貴

す

る
•
で

あ

ら

う

。.
愛

に

於

て

か

R

階

級

の

由

卿

は

 

，
開

懇

せ

ら

れ

：

"

且

D

階

厳

の

E

M

.

は

旣

往

じ

，於

て

，C

階

，
 

.
叙

に

依

.

^

提

供

せ

ら

れ

し

.

同

等

の

，
地

代

を

地

主

に

提

 

供

す

る

ヤ

あ

ら

う

。

又

他

の

講

階

級

.
に

關

し

て

も

、

各
 

‘
自

め

，
地

代

は

一

蔣

に

同

1
,
の

比

例

：
を

以

て

騰

貴

す

：る

で

 

.あ
.
，？

う

0

若

し

此

等

0

旧

M

が

全

碰

民

を

ポ

持

す

る

じ

 

.
足

る

時

は

、

.
偕

格

は

永

劫

十

三

志

に

停

頓

す

る

：
で

あ

ら

 

'

う

。

然

じ

其

上

更

に

不

足

を

，存

し

、
，其

j

、
ボ

ル

：
に

就

き.
十

 

E
L

忠

以

下

に

於

て

は

，
之

を

填

拙

し

能

は

H

る

時

：
は

.

市

 

場

.
0

偕

格

は

復

た

此

率

に‘
ょ

で

昇

脳

し
>

 

際

F

階

級

 

'

の

m

圆

も

共

に

開

懇

せ

ら

れ

、

他

の

諸

階

赦

の

地

代

も

レ
 

'
‘是

に

'
比

例

し

て

界

藤

す

る

卞

み

ら

A
r

N
.

J
i

T
J

(
A

n
d

e
r

s
n

 

:
.

情
の
下
に
於
て
‘は
タ

C
階
級
の
旧
脚
を
トn

用

せ

、る
農
，未
 

は
、其
斜
転
の
失
費
を
報
償
せ
る
上
.
>更
に
地
S
に
働
し
.
 

.
一
ボ
グ
每
に
一
志
に
相
當
ず
る
地
代
を
支
拂
ひ
得
る
除
.
 

j

裕
を
存
ず
る
事
.は
明
騰
で
あ
る
Q
同
樣
'に
B
及
A

§
M

及 

j

の
旧
脚
の
占
用
者
は
、
夫
.々
其
所
産
の
一
，ボV

に
就
さ
：
 

I
- 

ニ
志
及
び
三
志
に
相
當
ず
る
地
代
を
支
拂
ふ
事
が
，出
来 

j

る
。：
且
此
等
の
M
脚

の

地

主.は
如

：上

の

地

代

を

傲

收

す 

I

る
に
些
の
闽
難
を
も
見
出
さ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
蓋
し
農 

™
夫
は
此
の
土
地
に
於
て
は
假
分
地
代
を
支
*
ふ
ご
も
、

一
全
然
地
代
を
支
拂
は
ざ
る
D

階
厳
の
旧
圆
に
於
る
ご
、 

同
等
に
餘
裕
有
る
生
活
を
營
み
得
可
さ
を
發
見
し
,
孰 

れ
のE

断
を
も
等
し
く
易
タ
ご
し
て
採
揮
す
る
で
あ
ら
，
 

ぅ
か
ら
で
め
る
。

更

に
.A 

B

C

D
の
各
階
®
に

歸i |

せ

る

旧

则

の

全

産 

額
が
全
往
民
を
..支
持
す
る
に
足
ら
ホ
を
S
足

せ

ょ

、‘
.然
.
 

&
ぱ

？
石

し

も

平

均

賣

價

が

依

然

j

ボ

ル

に

就

き

十

j

一
十；
r
j

 

を

保

持

す

る

時

t
f
.
E

或

は
F
階

殺

脚

は一

ビ

し

て
I
J:

I
\

A
n
.

 

K
D
q
u
I
r
y

 

i
n
t
o

 

t
h
e

 

N

ゆ

t
u
r
e

 

o

r

 

t
h
e

 

C
o
m
-
L
a
w
s
,

 

J777) 

pp, 

4
5
.
4
;
0
。

如

上

の

言

館

は

必

ず

し

も

地

代

を

支

拂

は

.ざ

.
る

賊

0

 

地

が

現

賞

に

存

在

す

る

事

を

生

張

せ

る

も

の

で

は

.無

 

い

。

「
K

ン

ダ

I

ソ

ン

は

最

後

に

餅

作

せ

ら

.る

、

土

.地

が

 

の

地

代

を

も

齋

ら

し

得

な

い

ざ

は

云

は

な

い

。

彼

 

は

唯

だ

若

し

も

餅

.費

即

ち

生

産

費

に

平

均

利

潤

を

加

算

 

せ

る

も

の

が

*

産

物

の

市

場

價

格

W

其

，生

，産

價

格

W

の
 

間

に

於

る

差

等

を

消

減

せ

し

む

る

糖

に

甚

大

な

る

時

は

 

地

代

も

亦

た

清

減

す

可

き

事

％

且

又

土

地

の

槽

®

が

漸

，
，

 

.

低

し

行

く

’に

從

.
ウ

.て

、

欺

か

'
.
.
'

る

.場

合

の

生

す

る

に

 

'相

違

無

さ

事

を

云

爲

せ

る

の

み

で

あ

'
る

」
(
M
a
r
x

 

:

 

T
h
e
,

 

o
r
i
e
n

 

{
i
b
e
r

 

d
e
n

 

M
e
h
r
w
e
r
t
,

 

W

D

.

 I
I
.

 

T
d
i
.

 

I
.

 

s
s
,

 

3
3
4
-
3
S
5
)
。 

.

-

乍

併

姑

ら

く

這

般

の

異

向

を

度

外

視

す

れ

ば

、

斯

の

 

タ

き

.li

ニ
r

詔

力

疑

も

無

，く

ク

..力

ア

.
ド

才

の

'
.所

論

の

核

心

た

 

る

較

差

地

代

の

見

解

を

披

海

せ

な

.は

、

何

人

も

f
§

容

す

然

千

七

卷

五
七
JC

.

0
 

'
"
力
ア
ド
す
地
代
ゆ
耽
の
先
腦

'.觉
九
跋

1
2



第

十

七

卷(
】

五
七
2

雜

錄

i

力
ア
ド
す
地
代
學
耽
の
還
，

る
所
で
あ
ら
ぅ
。
且
夫
れ
假
設
の一.

前
提
ょ
り
巢
次
論 

--

理
の
迎
餓
を
演
釋
し
來
る
雜

路

は
、
宛
然
ッ

カ

ォ
 

の

段

を

勞

游

せ

し
む
る
も
の
が
あ
る
。
觅
に
ア 

ン

ダ
I
ソ
ン
が
如
上
の
根
に
立
ち
て
地
代
慣
格
の 

相

，互

關

係

に

；

i
i

及

す

る

に

方A

> 

*
雨
第
の
近
似
は
愈
々
，
 

顯
著
で
あ
る
。
以
爲
ら 

<
,

「

地
代
が
土
地
生
，癒

物
の
價
格 

を
；決
究
す
る
に
も
ら
す
、
；却
て
土
地
生
産
物
の
®
格
が 

地
代
を
決
足
す
る
の
ヤ
あ
る」

(P. 

4
5
)

。
其
故
如
#
 W, 

云
ふ
に
前
揭
の
例
示
に
於
て
、「

假
に
鄉
神
士
が
愛
國
心 

の
‘異

常

の

發
露

並
に

H

葉

数

S

め
法
外
の
0

望
の
爲
に 

E
;及
び
F
階
斑
のB

欄
か
ら
は
_一
ー
竊
を
も
要
，求

せ

る
 

程
に
彼
等
め
地
代
を
救
て
低
跳
し
> :

且
づ
他
の
總
て

の
.，
 

階
級
の
地
代
を
是
に
正
：比
，し
て
低
減
じ
た 

其
結
果
殺
®

^

低
落
す
"る
：の
で
；あ
ら
タ
か
。
決
し
て
：然 

ら
す
。
：住
民
は
依
然
F
.階
級
のs

m

の
？

t

能
物
を
所
要
'
 

す

る

從
前
の
如
ぐ
、
且
此
等
の
旧
则
の
廣
未
に
S

し
：
 

て
、.

其
耕
作
を
可
能
な
ら
じ
む
る
所
の
懷
格
を
支
拂
ふ

第
九
據

1 

0 ニ

、可
き
必
要
が
あ
る
。
故
に
農
夫
は
依
然
從
前
の
如
く 

I 

、ポ
ケ
每
に
十
四
志
を
受
容
す
る
に
遂
ひ
無
い
。
又 

b
 

d
 

.
B 

Aの
f
f
iす
る
穀
物
は
触
く
共
其
質
が
等
し
' 

い
か
ら
、
此
等
の
旧
脚
の
お
用
者
等
は
»
所
産
に
對
し 

，て
同I

の
惯
格
を
受
容
す
る
.で
あ
ら
ぅ
。
愛
に
☆
て
か 

此
の
ド
.ン
®
キ
'ホ
I

テ
ー
式
の
企
割
か
ら
由
來
す
る
：唯 

1

の
結
吸
は
地
主
の
失
®

に
.
於

て

農

民

隙

級

を

娠

は
す 

に
終
り
、
穀
物
の
消
費
者
に
對
し
て
は
些

少

の
利
#
,を
，
 

だ
も
齋
さ
な
い
。
否
恐
ら
ぐ
は
利
益
に
逆
行
しや

，，.，
0 

謹
し
此
方
に
依
つ
て
此
等
の
農
夫S

動
勉
は
她
緩
せ 

ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る」

(
P

.

 

4
8

)
0

斯

く

地

代

が

價

..格

を

支

配

せ

ざ

る

は

明

瞭

で

あ

る
 

が
、
：反
對
に
價
格
は
地
代
.を
支
配
す
る
。
即

ち「

若
し 

k
 J

方

に

於

て

何

等

か

政

治

的

處

置

に

依

ら

^
燕

麥

の

债
 

格
が1

ボ
ル
に
就
さ
十
四
志
ょ
り
十m

志
に
低
下
せ
ら 

る
\

な
ら
ば
、
，必

階

級

の

總

て

の

r
a
f
f
l
は
錫
®
の 

見
拾
つ
る

，
所
，ご
な
b

、
他
階
級
め
r

o

Bの
地
代
は
勿
論

低
落
す
る
で
あ
ら
うV

然
し
此
地
代
の
抵
洛
ご
共
に
穀 

物
め
生
産
量
は
減
說
す
る
で
あ
ら
う
。
を
し
て
往
は
は 

其
日
常
の
频
魏
を
他
郷
に
.依g

す
る
‘の
必
要
に
陷
る
で
‘
 

あ
ら
う
。
斯

<
て
*
寛
地
代
ゆ
決
し
て
專
斷
的
の
も
の 

で
無
<

v
却
て
穀
物
0
市
偕
に
左
右
せ
.
れ̂
る
。
：又
市 

俄
は
市
僧
で
穀
物
に
»
す
る
有
效
需
要
並
に
：其
穀
物
の 

i

せ
.
る̂

、
地

方

に

於

け

，る
.土
地
め
豐
饒
性
に
依
て
'
 

左
右
せ
ら
れ
る
。
か
る
が
故
！

り
：地
代
の
低
減
の
み 

が
決
し
て
穀
偵
を
低
廉
な
ら
じ
む
る
所
以
K
め
ら
す」 

^
云̂
ふ
の
で
あ
る(

カ
.43

)
。

固
•ょ
タ
ナ
.
.ン
ダ
！

.ツ
シ
.
.は
.旣
纽

；の
か
-ぐ

取

に

地

代

を 

附
随
的
に
‘考
究
せ
る
に
停
ま
ぐ
、
：愛
に
引
用
•す
る
長
文 

§

所

說

も

僅

に

其

著

の

を

し

て

：败
聰
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
處
で
め
る
か
ら
> 
例
へ
：，ぱ
貨
悠
地
代V

穀
物
地
代
と 

め
關
係
の
如
き
、
微
に
入
ら
.細
を
堯
ク
研
募12

於
て
は- 

到
底
リ
力
ァ
：ド
オ
に
及
ば
ざ
る
：や
遠レ

，，

雖
、
尙
其
塊 

代
ビ
價
格W

の
相
互
作
用
に
關
し
是
れ
が
先
驅
を
爲
せ

る
：事
は
"
如
上
の
言
厳
の
明
ポ
す
る
所
で
め
な
。
故
に 

M
a
r
x

が
ス
ィ
ジ
ォ
ク
-ク
.

<—

ト

の

地

代

學

說

は

，ァ

ン

ダ

.
 

I

ソ
ン
の
上
記
の
®
分
に
依
つ
て
順
®
せ
ら
れ
た
ら
ざ 

云
ひ
、
又
，I^

c
c
u
l
l
o
c
h

が
該
著
の
上
辟
を
以
て「

地
代 

:

の
，性
質
並
に
起
源
に
關
す
る
最
初
の
說
明
を
賦
與
せ
る 

に
依
.
國
民
®
濟
學
，史
.上
重
要
な
る
.年

代

な

W
云 

ひ
、
或

はJ
e
v
o
n
s

が「

地
代
學
說
は
一
七
七
七
年
ァ
ン 

ダ
I

ジ
シ
氏
に
依CV

て
始
め
て
發
見
且
づ
明
快
に
說
述 

せ
ら
れ
だ
ら
.

」

ざ
云
べ
る
褒
飾
の
必
す
し
も
失
當
な
ら 

ざ
る
所
以
を
首
肯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

:

乍
併
其
出
發
點
に
於
て
タ
力
ァ
ド
ォ
の
根
本
.原

理

^
^
し
斯 

く
®

著
な
る
合
政
を
示
せ
る
他
は
> 

其
到
達
職
に
於
て 

前
者
ど
莫
大
な
る
間
隔
を
生
す
る
に
至
つ
た
。
蓋
し
人 

ロ
の
漸
增
が
社
會
！
ホ
ぱ
す
效
舉
に
關
し
"
至
上
の
樂 

觀
ご
極
端
な
る
悲
觀
i

，
雨

者

は.正
に
f
f
l背
離
す
る
雨
：
 

極
に
働
崎
し
た
る
が
故
で
あ

る

.，。

•
I
l
f
.
;
:
:

,
 

、

.

第

す

七

盤(
i

五
七
七)

雜
.
.
錄

，力
ア
ド
ォ
地
代
擧
跳
の
先

银
九
號

l
o
w



.'第
九
鎭

l
o
i
n

1

-
乃
ちK

,
;
v

ダ
I

ソ
ン
は
蕭
を
次
で
云
ふ

r

然
し
本
.來 

•
最
低
級
に
>屬
せ
.る
©

御
も
善
度
ー
^

る̂
#

作

に

依

-
^
何

時
 

か
ぱ
上
級
の
田
W

K
位
す
る
程
に
改
善
す
る
事
が
出
来 

る
か
も
、
若
じi

s
場
‘の
，安
定
.ど

與

，ふ

可

さ

適

當

な

，.る
方 

策
並
に
農
失
じ
對
ボ
も
所
要
：

£
.

獎S

が
，行
は
る
.、
な
ら
；. 

ば
：、
殺
價
.が
漸
時
從
前
‘ょ
り
低
银
ず
る
.一

方
に
：地
代 

亦
ね
昇
騰
す
ふ
ざ
g

ふ
現
象
が
0

然
に
生
.起
す
，る
I

 i 

&

5

0
而
し
'て
斯
か
る
'
:效
果
は
，農
業
振
典
の
'結
粟
で
な
；
 

•け
れ
ぱ
決
し
.て
招
拔
す
る
：を

得

な

隨

つ

て

エ

一 

、業
家ii：

劉
し
.て
穀
物
の
慎
格
を
低
減
す
る
ビ
共
に
地
生.： 

た
.る
鄉

軸

力

の

牧

：
入

を

：改

善

す

み

唯

一

1

つ

の

賞

踐

的

，手

疲

： 

は
、
，市
場
ね
安
定
を
與
へ
.農

夫

に

安

心

を

與

ふ

る

事

.で
一 

あ
る
。
，
且
そ
れ
は
穀
物
，條
例
の
公
平
な
る
.施
設
に
依
.て： 

箸
し 
<
 梢
進
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
し
£

(
P
P
,

 

4
3
,
4
9

 

W 

0 

‘
斯
义
で
社
會
の
發
達
に
伴
；ふ
人
口
漸
缴
め
結
果
、
：徐 

々
に
刺
作
は
優
良
地
ょ
b

劣
腐
地
‘に
及
ぶ
ご
：云
：ふ
事
賞 

は
，

r

ジ
ヵ
ア
ド
,す
じ
於
て
は
躯
毅
的
で
も
.

が
、ア
ン
ダ

I

ソ

ン
に
從
へ
ぱ
相
對
的
で
あ
る
。
蓋
し
前
者
は
科
學 

の

進

取

が

マ

時

的

懷

現

象

の

進

行

を

阻

.
：
^
す
 

る
事
有
る
可
き
は
認
識
せ
る
、，も
、
.尙
，其
究
極
.：ゆ
.歸
®
:
^
^

 

不

可

抗

な

タ̂̂
着
做
す
觀
念
；̂
遂

じ

：

j

播
す
る
能
は
ざ 

し
に
、
後
者
，は
科
學
の
進
漆
が
，適
當
な
る
0

S

 

俟

つ

て

、

.
積

極

的

に

且
，
無
限
に
劣
藤
地
を
條
良
墙
に 

‘，‘#
換
し
得
.可
.
！
事̂

を

硫

信

し

て

録

ざ

る

：
故

で

：

ある
；？ 

而

し

で

：斯

か

る
.根

本

的

，
思
想
の
相
逢
は"

纏
て
亦
た
前 

/

者

が

關

税

撒

廢

自

©
.
放

枉

0
提

唱

者

た.る

に

反

し：.'て

、 

後

者

が

適

當̂
る̂

保

識

資.易

を

始

：
め

，
凡

ゅ

，る

農

業

振

典
 

■策
の
‘發
現
を
希
求
し
て
、
，歇
•ま
ざ

，る
所
以
で
.あ
る
。
，以 

爲
ら

く

.「

前

叙

め

推

域

ね

伴

ふ

必

然

み

結

果

、
，：
若

し

特
 

.

.定
の
地
方
に
於
：てH

業
繁
榮
し
人a

稽
殖
す
る
時
は
、

- 

，當

然

食

糧

に

對

す

る
#
要
は
增
加
す
る
で
あ
'ら
う
，
然 

-

る
に
若
，し
も
農
業
が
其
技
術
の
改
善
を
促
進
ず
る
殺
に 

適
當
な
る
獎#
を
蒙
ら
ざ
，

る
..

に
於
て
は
，、
必
然
' r ,

層
繞 

狗
木
毛
の
.田
圃
.
‘例
，へ
ば
.
G
赠
，級
.0
田
®

0
耕
作
費
を
報

徽
す
る
糖
度
に
離
物
の
ホ
個
を
暴
騰
せ
し
め
、
以
て
此 

输
加
す
る
需
要
に
對
應
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら

5

0
 

ベ-
,
,-

然
し
若
し
人
口
が
斯
く
咐
加
せ
る
に
、
農
業
に.

J

層 

-

め
獎
勵
を
も
與
へ
す
又
穀
償
を
*
騰

せ

し

む

‘る

事

も

無 

却
て
住
民
が
何
等
か
.政
治
的
制
规
じ
依
つ
て
暫
ら
.
 

く

穀
價
を
低
落
せ
じ

‘
，む
-るを案じ、

1

方H

業
品 

に
對
す
るII?

耍
從
前
の
如
し
ぶ
す
れ
ぱ
ャH

業
家
の
® 

收
す
可
ぎ
利
潤
は
不
»
衡
に
莫
大
ビ
な
ら
、
爲
に
：農
業 

勞
働
に
廣
傭
せ
ら
る
、
，僕
婢
其
他
は
、
農
家
が
彼
等
に 

他
の
職
業0

2

於
て
享
得
す
る
：ビ
同
等
の
勞
叙
を
與
ふ
る 

に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
> 
工
業
に
身
を
轉
す
る
に
至
る
ヤ
あ
ら 

う
P
,其
結
架
從
前
D
階
紐
に
屬
せ
し
旧
M
は
K
,階
級
に 

墜
银
し
、
其
他
も
是
に
習
ふ
セ
あ
ら
う
。
故
に
假
令
價
，
 

格
が
從
前
狐
b

を
保
持
す
る
ざ
も
、M

i

往
と
略
ぱ
同
* 

の
穀
物
を
齋
す
事
は
不
可
能
で
あ

ら

う

。

愛
に
於
て
か 

H

業
家
は
贫
物
の
潤
澤
な
る
’供
絵
を
享
受
し
得
る
以
前

に
> /

彼
等
自
身
の
利
潤
を
減
退
し
て
農
家
0
穀
物
に
奠 

'大
な
.る
高
價
を
與
へ
、
以
て
勞
働
者
等
を
B
び
農
業
に 

復
歸
せ
し
む
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
で
あ
：ら
う
。

然
し
若
し
斯
く
不
可
能
事
を
.企

圓

す

，る

の

迁

思

を

歇
 

め
、
，農
業
を
摩
賞
に
擁
護
す
可
き
制
規
が
採
用
せ
ら
る
' 

/
.な
ら
ば
、
.農
家
は
徐
々
に
其
田
脚
を
從
前
以
上
に
豊 

饒

な

ら

し

め

、

爲

，に

F

階
親
の
田
圃
は
順
次
E 

•
D
.
,
d
, 

等
の
階
級
を
i

し
て
恐
ち
く
遂
に
A

階
級
に
ま
で
向 

上
す
る
で
あ
ら
う
。
，其
結
果
穀
物
の
生
産
暴
は
、
然
も 

一
層
僅
：少
な
'る
失
費L

T

於
て
、
.全
住
民
を
.ま
持
す
み
.

.12- 

.充
分
事
足
る
に
至
.る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
農
家
は
其 

土
地
に
對
し
上
進
せ
る
：地
代
を
支
拂
ふ
を
共
に
其
.塵
物 

を
從
前
ょ
り
も
低
廉
に
賣
却
す
る
に
拘
ら
す
、
同
等
の 

利
消
を
收
め
る
で
あ
ら
う
。
斯
の
如
く
じ
し
ヤ
賢
明 

な
る
方
策
を
採
る
事
に
依
農
業

H

業
の
兩
者
を
獎 

職

す

る

事

が

出

來

ょ

う

。

農

家

，は

？̂

々

1

炳
裕
を
加
ぺ
て
，
 

自
立
的
ざ
な
&
、

同

時

に

：穀

償

は

：減

退

し

然

も

地

代

は

館
十
七
释
：(

5
セ
，九〕

雜

錄

-カ
ア
，ド
す
地
代
學
餅
.の
‘霞

第
九
跳



，
カ

ア

-
t

ル

十

七

盤

：X
I
、

五

八

0) 

m

錄

.

梢

進

せ

ら

れ

る

で

あ

ら

ぅ

」
s
(
p
p
,

 

4
9
-
5
0
)
。

.
思
ふ
に
此
時
に
於
て
は
マ
ル
サ
ス
め「

人n

論」

未
だ 

世
に
S

は
れ
中
。
隨
っ
て
所f

i

人

口

，の
^
原

理

が

社

會

進
 

化
の
前
途
に
對
し
明
影
を
投
や
る
か
光
明
を
謝
す
る
か 

の
問
®

は
、
公
衆
の
越
：烈
眞
攀
な
る
考
慮
を
促
す
に
至 

な
か
っ
た
。
故
に
..ァ
ン
ダ
I

グ
ン
の
前
著
に
於
て
も 

如
上
の
快
適
な
る
樂
觀
論
を
披
®

し
乍
ら
、
.尙
此
黯
に 

:

深
く
關
說
す
る
事
無
く
し
て
終
ウ
ぢ
が
、
爾

後一

八0

 

1

年
に
现

前

レ
た
る
著
作
に
^

て
は
、
.
明
®
に
彼
れ
の 

態
度
を
窺
知
：！̂
し
む
る
も
め
.が
め
る
。
以
爲
ら
く 

r

遇 

来

，1
:

世
期
間
の

後

半

に
'於

て

は

、
：
人
.

r
r

の

增

，加

は

其

前
 

举
に
於
る
よ
ら
も
迅
速
で
は
無
か
っ
た
す
看
做
す
可
さ 

充
分
な
る
现
由
が
あ
る
C’
：：
乍

併

吾

人

は
不
要
：に
此
®

を 

力
説
す
る
事
を
避
け
て 

> 
假
に
：後
半
：に
於
て
は
前
半
に
. 

於
る
よ
ら
も

賞
際
人
口
増
加
が
迅
速
な
，ン
し
を
假
定
せ 

ょ
.。
若
し
も
人
ロ

®
^

加

が

此

國

土

に

‘
於

る

錢

價

並

に

生
 

ホ

プ
1
.

何

^

力

めR

だ
盤
を

.
及

は

..す

も

の
ご
せ
，

V
6、

.

そ
よ

,せ
る
，は
皆
無
で
あ
る
0
如
何
ビ
な
れ
ぱ
そ
は
刻
苦
精
® 

の
氣
力
を
消
沈
し
、
爲
に
彼
等
ほ
身
が
®
逐

せ

ん

，̂

欲 

す
も
害
惡
其
物
を
必
然
觸
大
.す
可
き
方
向
に
導
さ
、
.
一
 

方
該
艱
難
を
则
除
す
可
き
唯1

な
る
，有
效
手
段
€
看
做 

さ
：るA

努

力

を

、®

喪

す

る

故

で

あ

る

一

一

如

何

な

る

國 

家
に
於
て
も
人
口
の
，撥M

は

其

國

の

：田

圃

が

其

生

産

力 

の
可
能
的
最
大
限
度
に
：到
壤
せ
ざ
る
間
は：. ：(

此
限
^
 

の
到
達
は
恐
ら
く
地
球
上
求
會
有
の
現
象
で
あ
る
巧
" 

其
追
加
せ
ら
れ
ね
る
人
員
の
爲
に
：必
然
生
活
資
料
を
減 

寧
ろ
墙
進
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。
反
對
じ
人 

ロ
の
減
退
は
亦
れ
生
活
資
料
の
減
退
を
導
く
で
：あ
ら

‘

と
ノ」

(
A
n
d
e
r
s
o
n
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o
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m

 

i»v
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C
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s

 

tiliat: 

l
i
a
v
e

 

l
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o
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t
h
a
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E
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i
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a
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o
f
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n
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h
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R
e
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o
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s
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C
a
l
a
m
i
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づ
-m.

 

f
u
t
u
r
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"
r
i
p
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5
5
0
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且

つ

ま

れ

「

如

何

な

る

國

±

の
す
地
代
學
耽
め
、先
赠
•. 

第
九
,

！ 0

六

過

去1

世

期

間

に

於

，
て

は

、
.
同

じ

糊

類

の

效

果

を

齋

ら
 

;

.せ

.も

替

で

あ

る

ノ

其
.唯

一

の

相

違.は

此g

間

の

後

半

に

：： 

於

：.て

は

，
其

前

半

に

於

る

よ
，ね

も
> 
其
效
果
が
一
層
迅
あ 

一
で
あ
つ
ねV

J

云
ふ
に
過
ぎ
，

い
警
で
あ
る
。
然
る
に
統 

'-1H

に
，
於

て

如

サ

に
，
.此
偉
說
か
事
賞
：

違
す
る
.か
を
見 

:
i

よ
。，
吾
人
は
過
去
：1-

他
期
の
前
半
卯
ち
一
七
り0

年
よ 

タ
ー
七
五0

ギ
に
至
る
ま
で
は
、
小

麥1

ク
ォ
ー

タ
I
 

に
就
さ
ニ
碌
十
八
志I

片
よ
-

徐̂
々
R

一
 

條
十
二
志
ム 

,1 

一

 

i
t

に

至

る

ま

で

の

價

格

の

規

則

的

且

つ

紧

進

的

^

^

を
ド 

見
る
。
而
し
て
後
半
即
らj

七
五
：0
.
^
^

よ
..CV 

j

八
0

0
 

ギ
に
至
.る

ま

で

は

：
、

一

破

十

！
一

志

六

片

よ

れ

冗

硫

十

恶
 

,に
至
る
ま
や
略
ぱ
規
則
的
に
昇
騰
し
た
。
爱
に
於
て
か 

I

效
染
は
同
じ
種
類
；
あ
ら
す
換
言
す
れ
ぱ
單
に
殺
度
上 

,

の
相
違
に
.あ

ら

す

し

て

、

，

賞

に

其

性

，質

を

相

互

：に

正

：
寒
 

:

‘ 0 V
J

レ
て
ゐ
る
。」

加
，之「

凡
そ
現
存
の
請
役
の
偏
見
巾
、
，
‘ 

人
！！！

の

梢

殿

が

ほ

然

各

國

に

愈

盤

，の
.缺

乏

を

蔬

起

す

可
 

し
ご
腐
惟
す
る
も
の
殺
、
.爾
ぐ
有
害
な
る
倾
向
を
把
持

 ̂
レ-‘，

ド-,;-.-

1

如
何
な
る1,

•片
の
虫
壤
t
雖
、
假
令
自
然
的
に
は
黑
常
.
 

に
豐
饒
な
る
狀
態
に
あ
ら
ざ
る

も
の
も
、
人
額
の
1
 

:

に
依
ら
，愈
'々

生
産
力
を
梢
進
し
得
可
く
>
又
賢
明
な
る， 

治
货
の
，下
に
於
て
は
該
生
廣
力
は
無
限
の
期
間
に；

日r CV 

て
年
々
增
大
し
*
遂
に
は
恐
ら
く
現
在
に
於
て
は
想
像 

'

に
由
無
き
程
.の
莫
大
な
る
程
度
の
生
産
力
を
獲
.得
す
る 

に
至
る
を
得
可
し」

(pp. 

3
5
,
3
3
。

故

に

「

此
否
定
す 

，
可

か

ら

ざ

る

事

實
.ょ
タ
生
す
る
自
然
の
結
論
は
、
荷
く 

も
土
壤
の
缺
如
せ
ざ
る
國
士

に
於
て
は
如
何
な
る
立
法 

者
も
、
人
口
の
增
加
が
庶
民
の
生
活
資
料
を
減
少
す
可」 

き
を
惧
す
る
必
要
は
斷

‘1
>
て

無
い
ざ
云
ふ
の
で
あ

る 

V

 (
P
.

 

4
-
^

)

0

:

私

は

，以

上

に

於

て

大

體

ァ

ン

ダ

t
ソ
ン
の
著
作
に
現 

前
せ
る
地
代
學
說
の
精
要
を
說
き
終
つ
？：

1 。

次
節
に
於 

て
は
是
れ
ぶ
リ
カ
ア
ド
ネ
の
所
論
せ
の
簡
單
な
る
對
比
.
 

を
試
み
る
で
あ
ら
う
。，

,  

' 

曜
®
.

.鎮
十
セ
お

(

1五
八

1〕

雜

錄

.
■カ
ケ
ド
す
地
代
學
魏
の
先
縱

筑
.九
驢
‘

1

0
七



第
十
七
卷

(
！

五
八
ニ〕

0

 

0

 

"
力
ア
ド
ヌ
地
ゆ
擧
說
の
先
縱

ホ
K

M
a

r
X

 

’

の
考
察
の
如
く
に
、
人
ロ
め
繁
殖

ざ
，
^

 

穆
の
增
減
：に
關
す
る
雨
者
見
.解
'の
維
大
な
る
.
f
f卞
は
，，，
;
 

,

ら
各
自
の
時
代
的
背
景
に
起
因
す
る
も
の
で
：あ
る
。；； 

即

ち

略

ほ

ク

ヵ

ア

ド

ォ

.の

存

生

期

に

韻

常

せ

る

j

七

七
 

:

o
ギ

よ

り
-

X
 r

五

年

に

至

る

間

は

小

麥

.の

.價

格

は

確
 

‘

，
實

に騰
貴
し
た
：

0

ッ
然

る

に

ア

ンダ
：I
;

ツ

シ

め生
#

せ
る 

，十

ズ

世

紀

に

於

て

は

.如

：葉

よ

レ

中

.葉

に

至

る

間

は

毅
費 

:
の

他

落

を

、

而

し

，て

中

葉

よ

り

末

葉

に

至

る

間

は

I

叙
®
 

の
騰
貴
を
海
た

。

.

換
言
す
れ
ば
人
：

n

は
；
不

斷

に

梢

瀬

せ
 

石
に
拘
ら
す
、
趣
®
は
成
は
低
落
し
成
は
騰
貴
し
ヤ
の

で
あ
る
.故
に
ア
ン
ハ
ダ
，
：：

V

シ
：め
場
合
：に
は

想
せ
る
法
則
v
> 
土
地
生
産
力
0
遞
減
若
し
ぐ
は
土
地 

生
産
物
の
規
則
的
騰
貴
ど
：は
全
然I

致
し
て

ゐ

な

い

。 

然
る
に
タ
カ
ナ
ド
オ
の
場
合
に
はj

致
し
て
ゐ

る

。
是

 

れ
ア
ン
ダ
I
ジ
シ
が
敷
物
條
分
，

(

當
時
は
，輸
入
獎
a

金
；} 

め
廢
丘
が
+
八
世
紀
後
半
に
於
る
穀
價
騰
貴
の
原
因
を 

確
信
す
る
：に
對
し

> 

义

力
广
ド
オ

が

穀

條

第
九
域

5

八

タ
>

ケ
ド
.オ
の
所
説
が
其
先
縱
を
凌
鶴
す
る
事
の
遺
に 

f
e段
‘

4:5!

る
を
信
じ
て
疑
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。「

如
何
^

.

れ
ぱ
彼
れ
.は

人

間

：の

则

苦

に

：依

CV

て
；生

起

せ

.
る

生

産 

樹
咖
，ご
、
自
然
の
豊
饒
並
.：K
地
位
の
好
適
に
依
つH

生 

，超
せ
る
'生
蕭
增
加
ビ
をS

る
明
確
に
M
,別

し

た

。
，
，
，抵

言
 

す
れ
ば
彼
れ
は
.

「

士
地
典
物
し
‘に
資
ふ
收
入
の
み
を
地 

代
ご
名
伸
け
、
‘以
て
凡
ゆ
る
糊
類
の
人
間
の
則
苦
に
依 

ゥ
て
土
地
ょ
り
利
得
し
得
る
收
入
€
判
然
®
別
せ
ん

ぶ
 

欲
し
た
'の
で
あ
る
。

£

固
：ょ
b
梢
進
せ
る
穀
物
の
需
要
が
-
唯
単
に..V

ヵ
ァ 

/

ル
オ
が
寧
ら
服
中
に
.置

け

る

場

合

，
で

あ

る

所

の

、
"
.
贫

悔
 

な
る
±
地
の
耕
作
に
依
つ
て
の
み
充
足
せ
ら
る
、
じ
あ

す
し
て
"
却
て
此
檢
加
せ
る
欲
：望
が
凡
ゆ
る
激
類
の' 

技
術
的
進
步
に
依
ゥ
て
债
格
騰
貴
を
招
彼
す
る
事
無
し 

に
充
足
し
得
ら
る
.可
し
と
云
；ふ
：は

確

に

正

し

い

：。
；
乍

俳 

斯
か
る
特
殊
の
努
力
の
結
莱M

現

し

た

る

收

稚

は

'一

「

，地 

代

：

1
:
0

中

に

入

る

，事

無

く

、
：
却

つ

て

勞

銀
"
.

利

子

？

利

令

の(
一

八
一
五
年
の>

 

介
入
が
殺
價
の
低
银
を
胆
止 

す
可
ぐ
又
或
ろ
程
.度

.ま

で

必

す

胆

止

ず

る

に

相

違

無

き
 

事

を

知

恶

せ

る

所

以

、

而

し

て

後

者

が

人

口

漸

槽

の

：維 

‘果
或
るi

定

の

賴

域
內
於
て
は
、
徐
々
に
地
味
の
遞 

湖

す

る

土

地

に

倚

職

す

る

め

餘

儀

無

き

に

至

.
^
地

代

は
 

上
進
し
農
厳
物
は
騰
貴
す
可
し
を
云
ふ
悲
觀
論
を
カ
說
‘
 

す

る

に

反

し

"

前

者

が

輸

入

風

を

徵

收

す

る

親

物

條

分 

の

制

定

に.依

ね
、

‘ 

j

定

傲

域

內

；に

於

る

.農

業

め

藥

每

な 

る
棱
達
を
促
進
す
れ
ば
、.
生
®
，力

の

檢

進

に

依

a

て

上 

™

進
せ
る
.地
代
を
支
拂
ひ
ホ
ら
も
> 
農
産
物
を
低
廉
な
，
 

し
む
る
を
得
.可
し
ご
の
樂
觀
論
を
抱
懷
す
る
所
以
で
あ 

タ
(

ミ
ぎX

 v
/nlsrien 

iiber 

Mehrwert, 

B
D
*

 

II,
I

 

TeiL 
L

 

SS. 

..L-
0
0

 

.
:

.斯
ぐ
て
雨
々
等
し
く
較
：差
地
代
0

見
解
を
保
持
サ
る 

に
拘
ら
す
"

1

は
所
謂
收
稚
遞
減
の
法
如
に
*

脚
し
 ̂

他
は
謂
は
收
極
遞
增
の
法
則
：に
安
住
し
た
。
冗

し

て
 

其
科
學
的

情
値
の
開
：與
す
；

5̂

限
ら
に

於

て

は
、
.吾
\

は

に
.

'
さ

.
.

.
.

ゎ
"
、̂

潤
等
，の
形
態
に
於
て

>

「

地
代」
に
對
す
る
甚
だ
重
要 

る
對
重
：G

ぷs
g
e
w
l
c
b
t

を
形
成
す
る
で
あ
ら
ぅ
I

® 

寬
ッ
カ
ア
ド
ォ
流
地
代
學
說
の
偉
大
な
る
功
績
は
、
i
正
.
 

し
く
彼
れ
が
二
様
の
收
视
即
ち
人
間
の
.行
爲2
負

ふ

も

.
；
 

の
，ご
是
R
基
，か
す
し
て
發
生
す
る
.も
の
‘t
を

明

瞭

に

"唤
 

分
せ
る
嘉
で
あ
る
。
' 然
る
に
.ア
ン
ダ
I
ソ
ン
は
此
雨
者 

.を
合
し
、

.自
然

の

力

に

，依

タ

齋
.ユ
れ
た
る
收
復
も
：人 

間
の
力
に
依

b

齋
さ
れ
た
る
收
權
も
共
，に「

地

代

レ

ご

名

.，

忖
け
、
爲
に
全
地
代
の

.問

題

の

明

快

な

る

，
解

決

，

^
抛

：

， 

，
棄

じ

を

は

询

に
.タ
カ
ア
ド
オ
の
始
め
て
成
功
：せ
る
. 

所

で

あ

る

」
(

s
w
h
l
: 

s
b
z
I
a
l
w
I
s
s
e
n
s
o
b
a
f
t
H
c
h
e

 

E
r
-

ツ 

1
5
-
u
t
e
m
n
g
e
n

 

z
u

 

D
a
v
i
d

 

R
i
c
a
r
d
o
s

 

G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
e
n

der V
d
k
s
w
l
f
t
s
c
h
a
f
t

 u
n
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此： ®

に
p

說

し

て

C
a
n
n
a
n

は
離
ふ
'「

ジ 

，力
ア
ド
オ
の
學
說
の
成
る
特
定
の
點
に
關
す
る
ア
シ
ダ 

1

ジ
ン
の
先
縦
を
ぱ
、
全
學
說
に
M

す
る
先
跪
で
あ
る 

>ら
誤
解
し
て
は
な
な
い
P

旣

吾

人

み

述

ぺ

た

る

如

，

路
ヤ
七
翁
；

(
1

冗
八
3〕
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s m y
B K I園.

I
十
*
鶴̂

(
！：

ま

s
:
:
:
雜

ぃ

錄

.

9
力
ア
ド
す
地.代if

説
，の
先
腹 

,
く

彼

，は

收

穆

の

遞

減

を

信

せ

ず

却

て

其

無

限

に

增

加

す 

冗
さ
を
確
信
せ
る
：失
の
熱
烈
な
る
農
業
獎
勵
論
紫
の
一 

人
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
I

若
し
彼
れ
に
し
て 

一
A

r

五 

::1

年
ま
で
存
生
し
ね
h
yご
雁
定
せ
ぱ
、
彼
れ
は
最
も
確
®

に
ジ
，力
ア
ド
ォ
の
最
も
カ
强
き
反
對
論
者
の
二
人
で
あ 

つ
た
で
あ
ら
ぅ」

50 

(E* 

C
a
n
n
a
n
: 

Theories 

of 

Production 

s
d 

Distributiorv 3d. ed
‘ 
jpp. 

3
7
2-

5
7̂

ご
。

:

私
は
さ
&

ご
共
に
此
適
言
に
聽
從
せ
ん
ご
欲
す
る
も

，の
で
あ
る
。

.

.

.，

.
，

.

,
.
.
.
.
‘

;

最
後
に
储
記
を
要
す
る
は
> 
ア
ン
ダ

I

シ
ン
め
先
従 

を
疑
か
組
く
リ
カK

ド
オ
は
知
悉
せざ

ĉv レ
j

事
で
あ 

る
。
k

に
前
者
の
思
索
が
後
者
の
®
索
に
若
干
を
寄
與 

:

せ
る
所
有
y
す
せ
ば
、
そ
は
決
し
て
直
接
の
態
樣
に
於：

.て
に
あ
ら
や
し
て
、
賞
に
間
接
にt

ル
サ
ス
の
媒
介
に 

依
れ
る
も
の
で
あ
る
。
タ
カ
ア
ド
オ
自
ら
が
其
地
代
學 

說
©
先
驅
者
ご
し
て
列
擧
せ
る
は
、
彼
败
ご
時
代
を
同 

じ
う
す
る
ニ一

學
究
に
過
ぎ
ぬ
。
就
中
其
所
論
の
も
タ

第

九

眺

ニ
 
0

力

ア

ド

ォ

に

楼

近

せ

タ

看

做

す

可

う

はE
d
w
a
r
d

 

W
e
s
t

 

で
あ
，

5<3 ,,。

五

•
タ
カ
ア
ド
ォ
の
經
濟
學
說
は
拘
に
其
餘
タ
に
淸

§
 

徹
せ
る
の
故
に
、
凰
々
抽
象
の
世
界
に
悠
遊
し
てin '

等 

k

賞

活

紙

會

の

萬

相

す

は

：關

與

す

る

所

無

し

ざ

の

誤

解 

.を
導
び
い
た
。
乍
併
彼
れ
の
纂
家
た
る
經
？

其
學 

說
の
励
機
ご
は
、
斯
か
る
譲
見
を
全
然
襄
切
る
識
左
で 

あ
る
。
爱
に
討
究
の
對
象
す
成
れ
る
地
代
學
說
も
亦
た 

.其
本
源
に
於
て
は
、
當
年
の
聽
吻
條
例
を
環
る
溝
々
たI

 

,
1 

.
る

餘

爭

の

ー

副

産

に

過

ぎ

ざ

る

も

.の
で

あ

る

。

:
i

八

一

三

年

ょ
-
 ̂

I
H
年

に

！旦

る

愈

期

に

於

て

、

國

下

院

は

政

府

の

提

案

に

腿

る

穀

物

輸

入

税

率

の

改

,

に

關

し
"
長

時

間

の

峻

烈

な

る

討

論

に

携

は

つ

た

。

議 

提

案

に

反

對

す

る

請
®
譽
は
頗
々
マ

J

し

て

都

市

ょ

ゥ

顿

>
9
-反
對

論

者

は®
だ

執
.糊

に

其

延

期

ざ

j

層

慎
®
な

，

る

考€

プ

を

要

睛

せ

る

を

以

：て

、

政

府

は

遂

に

調

査

.委

員

の
任
命
を
諾
し
、
本
提
案
は
握
填
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
。
：：：

:

番

員

會

の

：報

舟

は

過

*

二
十
ギ

間

，
に
：お

狹

せ

る

「

甚

だ
 

®
速
廣

饥

な

る

進

步

J

に

關

す

る

頌

詞

：、
，
並

に

若
し
も 

多
數
の
農
事
改
良
が
之
を
繼
續
す
る
，に
充
分
な
る
獎
勵 

を
缺
如
す
る
爲
に
未
数
®

の
ま〜

に
拋
棄
せ
ら
る
、

:

に
至
ら
ば
、
.
^
vは
由
々
し
ぎ
，不
祥
事
な
る
可
し
ざ
の
建 

言
を
以
t

始
ま
ウ
て
ぬ
る
。：：

而
じ
て
斯
く
の
如
き
農
事 

改
良
の
.原
因
は
、委
員
等
：0

剑

斷

へ

：

ぱ
V
主
，ミ
し
て 

:
,聯
合
王M

內

に

於

る

人

口

：
の

增

殖

：ぶ

®

富
の
發
達
に
發
" 

源
す
る
も
の
で
ぁ
る
が 
>
:更
に
彼
等
は
そ
れ
が
奈
翁
戦
‘ 

爭
に
基
ぐ
輸
入
途
絕
に
依
り
間
接
の
刺
戟
を
享
受
せ
る
：
 

，事
を
力
，說
す
る
。
日
く「

然
し
世
人
が
永
久
的
且
つ
：累
進 

:
:
w
#

質
を
具
有
せ
ら
ご
信
す
る
如
上
の
諧
原
因
が
、

B
 

繼
纖
中 

外
國
邀
徽
物
；の
輸
入
を
防
遏
せ
る
諧
事
情 

に
依
た 
>
.偶
發
的
で
は
あ
る
'が
然
し
英
大
な
る
援
助
を 

衆
れ
る
は
蔽
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
®

で

あ

る

。
，，
然

る

.に

此 

:

輸
入
障
碍
の
：突
然
の
撒
®

は
：±
:
地
占
用
者
間
に
或
る
趣

.の
？̂
惶
を
惹
起
し
、
そ
は
觀
老
の
意
見
.に
依
れ
ぱ
之
，を 

緩
和
せ
ざ
る
限
り
"
管
に<

r

尙
诡
蘇
不
毛
の
狀l

i

>し
在
，
 

:

る
廣
饥
な
る
愿
域
，の
土
地
め
®
繞
並
に
開
聖
を
胆
害
す 

る
の
み
な
ら
す
、
又
他
の
部
分
に
於
る
改
良
精
神
を
削 

:減
し
既
に
刺
転
の
下
に
在
る
土
地
に
於
る
一
層
の
改 

を
防
遏
す
る
傾
向
が
有
る
を
思
は
れ
るJ 

%

愛
に
於 

て
か
彼
等
は
戰
爭
終
想
後
ご
雖
尙
農
事
改
良
の
爲
に
輸 

入

制

限

事

情

の

‘存

續

を

必

要

看

做

し

"

穀

物

條

例

に
 

:

依
る
保
諧
關
视
を
以
て
是
れ
に
充
當
せ
ん
ご
思
惟
せ
る 

も
の
.で
あ
る
0
次
に
揭
ぐ
る
雨
個
の
問
答
は
能
く
這
® 

の
眞
棚
を
明
ホ
し
て
ゐ
る
。
即
ち
或
る
土
地
檢
察
官
に 

對
し
て
問「

最
近
數
年
間
に
於
る
圓
繞
の
激
甚
な
る
增 

加
の
原
H
如
何」

、
答

「

穀
惯
の
騰
貴
で
あ
る
。」

問「

其 

效
.梁
如
何」

答

.
1是
れ
無
く
ん
ば
#
作
せ
ら
れ
な
か
つ 

た
で
あ
ら
ぅ
所
の
多
量
の
土
地
が
開
®
せ
ら
れ
た
。」

間 

「

產
額
は
增
加
せ
み
や
減
.退
せ
ゎ
や
、」

答「

頗
る
非
常
に 

地
加
せ
り
。」

問「

若
し
價
格
が
著
し
く
低
減
せ
.
る̂
\

''れ

娘

す

七

盤a

五
八
五〕

錄
，力
ア
ド
オ
地
代
舉
就
の
先
職

,路
九
號



裕
ヤ
セ
卷'
 

(1
.

冗
八
六，

)
:

力
ア
ド
ギ
地
代
夢
成
の
，海
職

培
九
號

時
は
> 
圓
繞
の
數
は
持
®
す
可
き
や
、し
答

「

確
に
然
ら 

中

；J

隅「
耕
作
地
の
雍
®
多
S
に
上
ら
ぱ
ノ
穀
#
並
に 

屠S

の
值
取
は
騰
貴
す
可
き
や
低
落
す
可
き
や」

後「

低 

落
す
可
し
。」

又
或
ろ
農
業
家VJ

し
こ

の
體
驗
を
な
す
る 

服
主
に
制
し
，
問
一
若
じ
小
黎
が
八
十
志
"

V

他
の
穀
物
•
 f 

が
是
に
比
例
す
る
價
格
，̂
持

り

時

は

、
，
贵

家

は

農

失

が 

何
现
ぜ
の
耕
作
厳
式
に
於
t
其
士
地
の
耕
作
を
持
纖
すI 

可
し
と
憎
す
る
や
、し
答

.
'

「

確

に

，
然

ら

ホ

、

余

は

I

醫
少

\  

額
の
小
麥
が
蔣
か
れ
、

一,

層
小V

i
,

の
貨
懷
が
：土
地
#
作 

に
錢
や
さ
る
可
し
ざ
信
や
。」

間

「

如
上
の
慣
格
は
優
1:
^
一
 

地
に
對
す
：る
ょ
ら
も
劣
等
地
に
靴
し
て
遙
に
甚
大
な
る
‘ 

影
1

を
及
ぱ
：す
じ
あ
ら
や
や
>」

答
：；「然

. ：̂

、：
蓋

し

爽

等

.
 

‘地
じ
於
る
失
錢
は
、
.f

層
多
®

な
る
を
ル
て
ズ
あ
る
0」

\ 

問

：

「

然

ら

ぱ

如

上

の

.價

格

の
結

果

は

、
：
！；，
般

の

農

夫

が-' 

劣

等
±
壤

の

餅

作

ょり

彼

等

の

資

本

.
^
引

お

る

事

に

あ
 

ら
す
や
、
し
释「

然
り
し
：

(
G
a
n
i
:

 

Theories 

of Pro- 

%ctioI> and 

Distribution, 

pp. 

I £
-

1

5
s
。

解
ぱ
.構
れ
ぱ
、.
之

を

除

外

に

し

て

は

說

明

の

方

’途

じ

遂 

は
レ
t
fる
斯
學
に
於
る
幾
多
の
難
關
を
解
決
す
る
所
の
；
 

も
；
^
あ
ぁ
る9

癒
近
穀
物
條
例
に
關
す
る
顿
査
委
S
等 

の
,$2

播
を
披
見
す
る
に
.及
び
*
"

,
4

は
該
原
a
め
存
在 

に
■
お
る
余
の
意
見
が
、
，多
數
誰
人
の
詳
細
な
る
撥
言 

に
依
み
襄
®

&
せ
ら
る
事
を
知
，ウ
た

。
.斯
が
る
事
情 

に
加
ふ
る
に

"
此
原
理
が
穀
物
問
®

纖
多
の
諧
黯
の 

通
正
な
る
理
解
に
重
要
で
ぁ
る
事
は
、
金
を
誘
0
て
政 

て
M
公
列
を
識
會
開
會
以
前
に
：行
ひ
、
爲
に
今
少
し
く 

時
間
m
條

格

有

ら

ぱ

斯

ズ

.も

凉

ね

な

ん

：ご

思

惟

す

る

形

_
 

態

ょ

み
•は
、
、嚴
だ
不
完
全
な
る
形
態
に
て
甘
ん
し
め 

た
る
所
以
で
め
る」

ビ

(
w
e
s
t
: 

Essay 

on 

the 

A
p
­

plication 

o
i 

Capital to Lan<i, 

Hollancier̂
s 

edvp. 

s

o 
.而
し
て
其
原
理
で
は
收
稷
遞
減
の
法
則
に
外
な
ら 

ざ
ふ
A
の
で
あ
る
。.

T

,
 

• 

^

 

V

即
ち
ク
，ふ
ス
ト
は
.語
を
次
い
で
謂
ふ「

愛
に
謂
ふ
所

.
'此
等
の
報
告
#

は

廣
{

一

般

に#

及

し

た

*

而

し

て 

彼
等
が
如
何
に
密
接
に
農
事
改
良
.の
進
#
,
人
口
の
增 

,
殖

及

び

國

家

の

富

を

以

て

 

> 
貧
海
な
る
士
壊

の

開
®

並

‘， 

に
：收

穆

9

遞

減

速

結

：
せ

る

か

を

思

考

す

る

時

、

吾

人
 

は
タ
ヵ
ァ
ド
☆

流
地
代
學
說
：g,

此
め
.時
に
於
て
典
码
せ 

&

ぱ
極《

V
-
E
I

然
’の
數
.で
ぶc

v
f
c

 W

首
肯
せ
ざ
ふ
を
！
^
：
: 

な
い
の
で
み
る
。
就
中
’一
八

一
五
年
に
出
で
た
る
ク

.

ユ
 

ス
ト
の
最
如
の
小

著

：E
s
s
a
y

 

o
n

 

the 

•
 Application 

o£ 03.pl.t31

け

o
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wit.lv 
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scrvptions. 
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I
m
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Î
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Importation 
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o
m
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Tiiat 

the 

B
o
u
n
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1
6
8
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d
i
d

 

n
o
t

 

l
o
w
d
r

 

けh

デP
r
i
c
e

 

o
f

 

It 

ぶ
.の
腎
ポ
こ 

開
眺
せ
ら
れ
た
る
次
.の
如
き
言
齡
は
、
.當
時
の
®
情
が 

.如
何
：*S
客
に
直
接
至
大
，の
刺
戟
を
與
へ
た
る
か
を
雄 

辯
に
物
語
る
も
の
で
ぁ
る
。
.日

く「

本

論

文

の生
な
る 

卧
的
は
.經
-

學

に

於

る

ニ

原

理

の

發

表

で

ぁ

つ

で

-

數
 

年

以

前

夙

に

会

の

腦

裸
に
浮
ベ
る

斯
> 

而

し
て
の
，見、

ゆ
原
理
ご
.は
傅
に
S
.
.
駒

作

；改

良.の
#
化
：ね
'伴
ひ
、
，原
慮 

物

.

rude 

produce;
の
：：

生

産

ぱ

：
潔

進

的

；

i
朱
費
を
撥
す
、 

換
言
す
れ
ば
土
*
ゆ
純
收
稷
が
其
總
收
穆
じ
對
オ
る
：比 

'率
が
繼
續
的
に
減
讽
一
す
る
ご
云
ふ
の
：で
あ
る」
.

(P 

6
;̂
。 

「

凡
そ
如
何
な
る
阔
土
に
於
て
も
："其
進
化
の
道
程
じ
，當 

0
1

 

.農
策
勞
働
の
生
産
力
の
改
善
がH

業
勞
働
の
生 

産
力
の
改
善1

2

比
し
迅
速
な
ら
：ざ
る
事
は
、
或
は
寧
ろ 

同

，

r

命
題
をi

層
精
確
に
表
現
す
れ
ば
‘
"：k

溝
物
を
* 

，ら

す

勞

働

生

産

力

の

改

善

が

 

> た
を
精
製
す
を
に
有
奴 

.?

な
る
勞
働
力
，

よ
ふ
も
迅
速
な
ら
ざ
る
事
は
、；；雜 

W
學

の

總

て

の

論

客

に

依

か

認

容

せ

ら

も

、
.
事

賞

で

あ 

る
。
此
現
象
は
從
來
唯
だ
ん
.農
業
に
.於
て
は
±

業
に
於 

る
が如

-
-

分

勞

の

實

行

容

易

な

ら

や

"

隨

つ

て

亦

ね

機 

械
の
利
用
の
不
可
能
な
る1

事はのみ説求めて
 

來

お

。
しM

富

論

の

著

者

，

K'

ダ

ム

-
メ
 T

X
,

す

ら
1
農

業

に
.
 

，
雇

傭

せ

ら

る

、
總
て
の
®

類
の
勞
働
の
分
枝
を
完
全
に 

分
離
-
能̂
.は
ざ
を
事

が

、
，-恐
ら
ぐ
農
#
勞

働

の

生

産

力

货

十

あ

想a

 

八
七〕

，雜

0 

，"
力
.ア
ド.す
糊
®

f

r

贼

,1 
s



激

す

七

盤(‘1

五
八
八y

雜

錄

リ

カ

ア2-

オ
地
代
學i

先
f

號

十

第
^

1:

S
V

の
改
善
が
、
常
時
工
業
勞
働
の
生
産
力
の
改
善V3 、

步 

調
を
保
た
ざ
る
理
ぬ
で
あ
る
：ご
云
つ
て
ゐ
ろ
乍
饼
> 

ク

ス

ト

に

從

へ

ぱ

、
農
業
勞
働
生
藍
力
ご
工
業
缴
働 

生
座
力
ご
の
改
善
の
遞
速
を
斯
く 9

如

單

に

分

勞

並 

に

機

械

，利

用

の

灘

易

に

歸

す

る

時

は

、

脆

：̂

其

此

較

的 

週

速

，̂
課

明

す

る

に

停

ま

；̂

>
進

ん

で

資

質

的

じ

梟

業 

努
働
生
産
力
の
改
善
を
組
止
す
る
：源
理
、
そ
は
其
作
用 

す
る
@
度
に
從
ひ
斯
か
る
改
善
を
、
或
は
早
に
週
緩
す 

る
に
停
ま
\

成
は
全
終
終
想
し
、
，又
或
は
耕
作
進
展 

ゥ
ャ
生
傲
力
を
現
賞g:

低
減
す
：る
所
の
原
理
の
存 

在
を
逸
し
て
ゐ
み
。
此
原
晒
：V

は

パ
奥
業
：i

投
下
せ
ら 

S
 

>

各
々
の
同
量
の
追
加
作
業w

o
r
k

は
現
賞
に
遞
減 

す
る
收
躁
を
齋
す
ビ

云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
勿
論
各 

々
の
同
®
の
追
加
作
業
が
現
賞
に
遞
減
す
る
收
絲
を
齋 

ら
す
な
ら
ぱ
、
進
化
の
道
程
に
於
て
農
業
に
投
下
せ
ら 

を
、

作
紫
の
全
®
は
現
*
に
比
例
的
に
遞
減
す
る
收
盤 

廣
ら
す
。
反
之
、
工
業
に
於
て
は
同
量
の
作
第
が
常

じ
同

量

0
製

造

品>5.̂

製

造

す

る

は

明

瞭

：で

あ

：
る
，

」

.
$
、

(
P
P
,

 

1
0
-
1
2
)
0

 

.

更
に
彼
れ
は
社
會
の
進
に
伴
ひ
漸
次
劣
等
階
殺
地 

の
開
拓
を
促
が
す
理
由
を
此
收
雅
廻
減
の
：法
烟
禅
に
認 

め
る
。
即
ち
人
口
增
殖
に
對
應
す
可
く
生
産
を
增
加
す 

る

爲

に「

土
地
に
投
加
す
る
所
ゆ
追
加
作
業
は 
>
,
處
女 

瓶
を
開
塾
す
る
力
或
择
旣
，®
地
を
：.

1:

層
深
く
⑩
作
す
る 

か
、-
其
就
れ
か
の
爲
に
費
や
さ
れ
ね
•は
な
ら
ぬ
。
如
何 

な
ろ
國
土
に
於
て
も
最
良
地VJ

嚴

悪

地

し

の

.
間

に

介

在 

す
る
槽
涕
は
"
無
限
で
あ
る
に
違
；

S

無
い
。
最
も
豊
饒 

な
义
，土
地
或
は
最
も
市
場
に
對
し
て
便
宜
な
る
地
位
を 

占
據
せ
る
土
地r

換
言
す
れ
は
、
地
位
ミ
地
質
ご
侧
者 

の

複

合

的

關

係

：に

於

て

"

投
下
費
用
に
‘對
し
最
大
の
收 

雅
を
霄
ら
す
土
地
が
勿
論
最
朝
に
就
転
せ
ら
れ
る
で
あ 

ら
ぅ
。
而
し
て
進
化
の
道
糖
に
於
て
處
女
地
を
開
懇
す 

ち
時
に
は
> 
必
然
劣
惡
：地
成
は
妙
：く
共
旣
懇
地
に
働
し 

其
質
.に
於
て
第一

一位
；. ！

在
る
±
地
に
倚
賴
し
な
け
れ
ぱ

.‘
ぃ
 

+い
。
此
場
へ

r

l

於
て
投
ぃ
せ

.

る
\

追
加
作
業 

が
以

"別

レ
ね
ド
ピ
，レ
-7L

び

作
業
よ

‘
.

も
®

卞

の

收®
 

'
，

てr

 T

 

:
: 

 ̂
.ト
、

，
' 

0
し

社<1：：

の

進

化

に
 

新
パ

，.

：
.
地S 
m

拓

ひ

る

.パ

r

#
賞

ン 

が
、が

®

地
<

於

作

業

を

追

加

す

，
、
も

、

你

前

と 

同

利

益

を

隨

伴

離

さ

所

以

メ

立

説

す

る

も

の

で 

力
4

:

蓋
し
0
,饒
地
；，H

エ
|

力
I

,

が
千
人
の
作
業
し
對 

し
て
脚
ふ
る
收
獵
は
、
固
よ
り
貧
情
地
*&
 

H 
I

力
I

が 

是
に
對
し
て
與
ふ
る
牧
®

よ
れ
，も
多
量
な
る
可
く
、
愛 

一
に
於
て
此
同1:

の

豐

饒

地

が

十

人

、：

J

二
十
人
、
百
人 

の
作
業
に
斷
し
て
も
"

千
人
の
作
業
に
對
-
て
與
へ
れ 

る
收
稷
，.
u同

r

比
例
の
收
糧
を
繼
纖
赋
與
す
る
も
の
t 

す
れ
ば
、
.贫
ま
地
は
決
し
て
斜
作
せ
ら
る

、

事

が

無

い
 

で
あ
ら
ラ
か
ら
で
あ
る」

ご
述
べ
て
ゐ
ろ

(
P
.

 

1
4)

。

愛
に
ク
ェ
ス
ト
の
所i

i

作
業w

o
r
k

ご
は
♦

働

l
a
S
o
u
r

 

の
直

接

的
效
果
を
意
味
し
>,
例i

ぱ

特
足
の
方
法
に
依 

，
る」

キ
I

力

，

の

土

地

の

激
;或

は

#

定

面

積

の

辦

だ
ト
す
.--广 

き

ょ

ま

Ivlrî

 
ぎ
：
iy'v、-;nvv-_

ノ̂
^
^

梁
の
き
掘
等
を
指
す
の
で
あ
.る
が
、
然
ら
ぱ
勞
働
に
對 

し
て
も
亦
た
作
業
に
對
す
る
如
く
收
獲
遞
減
を
赛
起
す 

可
き
や
不2

や$

問
题
が
凝
る
。
彼
は
是
に
答
へ
て
謂
ふ 

能
述
の
理
由
に
某
>

、進
化
の
.道
程
r

於
て
同
量
の
作
.
一：

業
が
土
壤
ょ
ヶ
抽
出
す
る
收
糧
は
漸
次
減
退
す
る
.。
故 

に
亦
た
進
化
の
道
程
に
於
て
土
地
に
投
下
せ
ら
る
.
s
g
:

業
の
全
量
に
就
い
て
も
其
の
土
地
ょ
b

抽
出
す
る
收
極 

は
*

次
比
例
的
に
減
退
す
る
。
乍

併

ニ

定

數

の

人

平

に

- 

依
つ
て
爲
し
得
ら
る
>
作
業
の
分
量
は
假
令
農
業
に
於 

て
す
ら
、
分
勞
並
に
機
械
の
爲
に
增
加
せ
ら
れ
，る
。
そ 

こ
で
斯
か
る
農
業
上1

定
敷
の
人
手
に
依
つ
て
爲
さ
れ 

る
作
業
分
量
の
增
加
は
、
同
.

1
,

分
量
の
作
業
に
對
す
る 

牧
獲
の
遞
減
を
報
償
し
て
馀
b

有
る
か
、
，成
は
丁
度
報 

.慣
す
る
か
、
.若
し
く
は
報
償
す
る
に
.
.足
ら
ざ
る
か
で
あ
.

る
。
第

一

の
場
合
に
於
て
は
農
業
勞
働
は
絕
對
的
に
其 

:

生
産
力
を
增
大
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
館一

一
の
場
合
に
於
て 

は

、

常
に
同
等
の
生
産
力
に
停
ま
る
で
あ
ら
5

。
最
後

然

十

セ

盤(
一

五
A
九〕

-
m

錄

S
カ
マ
ド
す
地
代
擧
耽
の
先
膝

第
十
！
號

1
!

玉



i

路
ヤ
セ
餘

(

1

五
九
0〕

雜

0

 

"
力
ア
ド
す
地
代
學
説
の
先
縦

猪
十
！
鶴

:巧
ザ，

の
場
合
に
於
て
は
,
絶
對
的
に
典
生
産
力
を
減
少
す
る 

で
あ
ら
ぅ
：

J

 

(
P

P
,  

I
5
-
T
6
)
。

就
ら
ぱ
其
孰
れ
の
場
合
が 

斯
货
に
相
當
す
る
や

W

云
ふ
に
、
，ク
.エ
ス
ト
は
直
接

.

農
業 

勞
働
の
生
：廣
力
が
過
お
の
憾
た
に
徵
し
て
®
際
增
減
孰 

れ
の
方
向
に
進
展
し
来
れ
る

や
を
觀
照
す
る
事
無
く
、
 

却
つ
て
間

接

に

裕
な
る
國
土
に
於
て
は
貧
網
な

る 

阔
土
に
於
る
.ょ
ら
も
資
本
利

潤

が

に

低

い

€
云
ふ
公 

認

の

か

ら

演

綠

し

、以
て
問
®

，0
解
決
を
試
る
。 

W

ち
彼
れ
は
勞
働
生
産
力
ゆ
附
巡i

f

必
然
的
に
利
潤
の 

咐
進
を
意
味
す
る
も
の
ご
速
斷
し
、
更
に
是
ょ
ら
し
て 

:

工
業
上
の
"生
雍
力
の
梢
加
は
、
，若
し
も
農
業
上
の
生
産
：
 

力
が
减
退
せ
ざ
る
も
，の
ご
せ
ば
、
利
潤
の
赚
貴
を
惹
旭 

ホ
る
；で
あ
ら
ぅ
と
論
じ
、
然
る
に
賞
際
は
利
潤
は
騰
貴 

ザ
す
し
て
却
つ
て
低
落
す
る
の
で
あ
る
か
ら
>
:
邀
業
生 

，産
力
の
減
退
は
工
業
生
.廣
カ
0

附
進
を
相
殺
す
る
ょ
& 

も
更
に
甚
し
い
道
理
で
あ
る
。
斯
く
て
畢
第
進
化
め
道 

癖

に

於

て

分

勞

機

械

使

用

は

®
に
ェ
業
上
に
於
る

の
み
な
ら
す
亦
た
.農
業
上
に
於
て
も
勞
働
生
産
力
を
：愈 

々
筵
々
*

進
す
る
の
倾
向
め
れV

'

も
"
然
も
他
の
原
因 

即
ち
旣
塾
，地
，ょ
ひ

も

一
層
，低
劣
な
る
土
地
に
倚

W

す
‘ろ 

の
必
要
、

.

.

.若
し
ぐ
は
同
二
.
の
土
池
.を
.
一
層
.多

額

の

費

用
 

に
於
て
餅
作
す
る
の
必
要
は
農
業
勢
働
の
生
藍
力
を！ 

層
減
退
せ
し
.む
る
傾
向
が
あ
る
。
‘
而
し
て
後
の
原
M

は 

農
業
上
に
於
る
機
械
並
に
分
勞
め
效
果
を
相
殺
す
る
ょ 

り
も
觅
に
甚
し
い
し
と
の
結
論
に
到
達
し
て
ね
ろ(

P
P
,

 

2
3

-2
4)。

ク
ょ
ス
ト
は
根
本
股
理
の
强
調
に
急
じ
し
て
、是
れ
が 

»

說
に
於
て
は
稍
蒼
卒
雕
難
の
減
み
無
&
を
得
な
い
が

は
恐
ら
く
彼
れ
が
W

S
に

披

腹

せ

る

如

き

時
；？

の
，
切 

:
3

が
、
如
到
な
る
表
現
の
餘
格
を
許
さ
なa

.

つ
な
爲
e
 

あ
ら
ぅ
。
姑
ら
く
此i

f

を
宽
恕
す
れ
ぱ
前
揭
の
言
説
が 

地
味
の
差
等
並
に
收
粮
遞
減
作
用
の
結
果
を
孰： i

も
堅 

實
に
把
撮
せ
る
は
爭
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
賞
で
あ
る
。
 

C
a
n
n
a
t
i

は

謂

ふ「
吾

人

は

ク
.ス
ト
の
小
冊
を
*
識
す

'る
時
> 
所
謂
牧
粮
遞
減
の
'法

則

の

：今

日

云

爲

：
せ

ら

，
る

> 

本
®
的
形
態
並
に
之
を
表
現
す
ろ
扼
£
牆
僻
が
、
联L：' 

彼

れを
：：

リ

カ

ァ

ド

ォ

め
n原

論」

の
.序

言

に

於

る

儀

禮

一 

片
の
關
說
の
對
氣
を
し
て
知
悉
せ
る
人
，々

の
想
像
す
る 

ょ
ひ
も
、
.遙
か
に
多
ぐ
彼
れ
に
負
へ
る
事
を
發
見
せ
ざ 

る
能
は
ざ
る
も
の
で
も
る」

ご

(
c
a
n
n
a
n

 : 

Theories 

,
 

of ^production 

a
n
d

 

Distribution, 

p
:
1
6
0

ン
。
私
は
問

;

題4
.

收
粮
遞
減
の
法
則
じ
眼
局
す
る
：時
は
、
：：此
評
言
の
：

一
承
離
に
禱
隨
し
な
い
デ
篇
如
ポ
の
識
僻
は
、
地
代
の 

問

題

し

轉

向

す

る

，
時
"
孰
れ
め
點
ま
で
之
を
*
充
す
る 

を
得
可
き
乎
。
私
は
進
一
ん
で
，ク

1
ス
ト
の
地
代
學
說
を 

檢
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
' 

:

,

七 

.

,
ク

乂

ス

ト

，に從

へ

ぱ「

地

代

を

：支

®

し

且

つ

巧

ご

其 

呢

一

の因たものは、士地

.
U投
下
せ
ら
る
、
資 

，本
の
追
加
部
分
に
關
す
る
收
释
の
*
減
で
あ
る
。
器
し 

資
本
が
無
限
に
同1

利

盤

を

以

て

土

地

.に

投

下

し

得

ら る 

も

の

す

れ

ば

、
生
廣
額
，も
亦
た
勿
論
無
限
で
あ 

つ
て
、
旦0

其
地
代
に
及
ぽ
す
影
響
は
耕
作
に
至
便
な
：

る
±
地
が
無
限
に
存
在
す
.
場
合
ご
同
然
で
あ
ら
う
。：

f

 

此
孰
れ
の
場
合
に
於
て
も
地
代
は
極
め
て
些
少
.で

あ

ら

，
 

う
。
乍
併
地
代
を
增
加
す
る
は
劣
等
地
に
倚
®
ず
る
の 

必
要
を
"
且
つ
魄
懇
地
に
對
遞
減
す
る
收
益
じ
於
て
.：： 

資
本
を
投
下
す
る
の
必
要W

で
あ
る
。
斯
く
て
穀
物
；
！
^
-

 

動
す
る
需
要
の
束
許
增
加
せ
る
.場
合
に
> 
資
本
が
從
前
，
 

同
様
の
利
盤
を
以
て
投
下
.せ
ら
る
、
な
ら
ぱ
> 
此

增

加

h 

分
量
の
意
出
價
格g

3
w
!
n
g

 p
r
i
c
e

は

從

前

に

等

し

か

•，

る
可
<
、
競

爭
は
固
よ
ぐ一

に
現
賞
價
格actual, price 

を
蒲
出
價
格
に
ま
で
.控
制
し
、
爲
に
地
代
は
毫
も
梢
加
.
.
：

：
，
.

 

す
る
を
得
な
い
f

あ
ら
う
。
然
し
荷
く
も
穀
物
，じ
對
す 

る
需
要
の
增
加
す
る
時
は
、
旣
に
示
せ
る
如
く
、

§

.要
增
加
に
對
應
す
る
爲
ね
は
、
資
本
は
一
.層
不
利
な
る
.

條
件
に
於
て
投
下
せ
ら
れ
.る
。
か
.る
が
故
に
所
.要
巧
追
、

加
分
#
の
産
出
僧
格
は
#
加
，甘
ら
.れ
る
。
そ
し
て
該
分
‘

第
す
セ
.卷

2
五
九
1〕

錄

力.
ア
ド•
オ
地
代
學
說
の
，
先
職

猪
す
i

! 

I

七
，

^



镇

十

七

卷

(
1

五
九
5

雑

錄
リ
カ
ア
ド
す
地
代
學
耽
め
弗
腿

，
十1

購

羅 Y

量
の
瑰
賞
價
格
も
亦
た
增
加
♦
ら
れ：

る
に
.相
達
缚
い
。 

然
し
最
少
®
用
を
以
て
‘産
出
せ
ら
る
、
穀
物
も
勿
論
最 

.大
毅
用
を
以
て
廣
出
せ
ら
る
：
：
> 穀
物

を

同

一

.
價

格

に

實 

却
せ
ら
れ
る
‘で
あ
ら
ぅ
か
ら
、
隨
ウ
て
總
て
の
穀
物
の 

.俄
格
が
，

S
i

要
の
増
加
に
，依
つ
ャ
騰
覚
せ
ら
れ
る
。
然
レ 

，農
失
ぱ
共
激
出
す
る
所
：

2
激
し
唯
だ
普
通
の
資
本
利
潤 

を
收
得
す
る
の
み
で
あ
リ
、
.そ
れ
は
最
大
費
用
を
以
て 

産
出
せ
ら
ふ
、
穀
物
に
對
し
て
す
ら
賦
與
せ
れ
る
。
 

故
に1

‘層
融
少
な
る
费
用
に
於
て
®
さ
る
、
産
額
の
部

分
に
對
す
る
總
て
の
追
加
刺
潤
は
地
代
の
形
態
に
於
て

_

.

.

. 

,
 

>
 
••
 

.

塊
主
の
掌
中
に
歸
ず
る
V
:

ベ

0

而

各

々

十

エ

ー

力
ー

の

而
®
を
有
し
、
然
も
特
定 

の

資

本

：例.へ
ぱ
十
硫
に
對
す
る
收
猛
が
、
.夫
々
二
十
パ 

.

1

セ
ン
：，ト
、
十
ル
バ
I

:セ
：：

ズ
'ト
> 
十
八
X

I
セ
ン
ト
、
.
 

十

1,.

パ
I
セ
ン
ト
、.
十
パ
，

セ
ン
ト
等
な
る
，種
々
な
る 

土
地
有
みSo

假
定
せ
ょ

(

此
點
ク
ェ
ス
ト
は
表
解
を
用 

ゆ)

。
今
資
本
利
潤
が
十
バ
1
セ
ン
ト
な
る
に
於
て
は
、

最
後
の
十H

1

力
-
-

の

面

積

は

地

代

を

課

し

て

耕

作

：せ 

し
む
る
を
得
す
、
其
土
地
所
有
者
に
依
つ
て
耕
作
サ
ら 

る
、
か
成
は
地
代
を
得
ん
£

な
ら
ば
牧
場
€

し
て
放
'置 

す
る
.か
で
あ
ら
う
"

然
し
十j

パ
.I

セ
ン
ト
の
收
盡
を 

齋
ら
す
十
，ユ
I

ヵ
|

の
士
地
は
、
借
地
人
の
資
本
に
利 

潤
を
支
拂
ひ
た
る
後
尙
地
代
ざ
し
て1

パ
ー

セV

ト
を 

支
拂
ひ 
> 
旦
ウ
最
锻
等
の
：十
‘
エ：1

力
I
-よ
b

產

：出

.：
せ

ら
 

れ
た
る
穀
物
は
、
最
劣
等
の
十H

I

力
I

よ
り
産
出
せ 

ら
れ
ね
る
穀
物
ご
同t

價
格
に
賣
.却
せ
り
れ
：义
で
め
ふ 

う
か
ら
>
斯
か
る
土
地
は
地
代
ご
し
て
地
主
に
十
碌
を 

支
拂
ひ
.、
次
位
の
十H. 

I

力
I

は
九
碑
を
支
拂
ひ
以
下 

造
れ
.に
準
す
る
で
あ
ら
う
。
'然
る
に
假
に
穀
價
が
騰
貴 

し
"

其
結
乘
最
後
の
十
H

1
:力
I

の
利
潤
が
十
碎
よ
り 

十
一
硫
に
增
加
し
た
ゎ
ざ
*
せ
よ
。
然
ら
ぱ
從
前
耕
作
に 

依
ク
て
辛
う
じ
て
資
本
利
潤
を
支
拂
ふ
の
み
で
あ
ゥ
た 

十

H

1

力
I

は
、
今
や
地
代
を
課
す
る
も
耕
炸
せ
ら
る 

可
く
、
旦
ウ
總
て
の
土
地
の
地
代
が
騰
貴
す
る
モ
あ
ら

ラ

同
！t
の
理
由
に
依
り
若
し
も
穀
憤
の
低
银
が
最
後 

の
十
.エ
I

力
I

に
於
る
利
潤
を
. 
一
X

I

ャ
ン 
' ト
.削
減
す 

ぶ
に
至
ら
♦は
孰
れ
か
の
士
地
が
餅
作
よ
み
脫
退
し
、
且 

力
殘
除
の
，耕
作
地
に
於
ろ
地
代
は
低
ド
せ
ら
れ
る
で
や 

ら
ぅ
。
然
し
五n

人
.パ
穀
價
の
騰
貴
は
管
に
新
鮮
な
る
土 

池
を
開
拓
せ
し
む
，る
の
み
な
ら
や
、
亦
た
新
鮮
な
る
資 

本
を
従
前
の
耕
作
地
に
轉
向
せ
し
む
る
作
用
有
る
事
及
，
 

ぴ
價
将
ゆ
不
斷
ゆ
^

は

に

土

地
.

耕̂
作
よ
ゎ
脱
退
，
 

甘
し
む
る
：の
み
な
.
.
>す
"

亦
れ
資
本
の
一
部
分
を
十
：地 

よ
b

脱
退
せ
し
む
る
作
用
を
有
じ
>
:
其
土
地
は
一
層
低 

減
せ
る
.費
用
に
於
て
：依
然
耕
作
を
繼
纖
せ
ら
る
.义
事
有
，
 

る
.可
き
を
知
る
。
热
而
前
揭
の
、
與

へ
ら
れ
セ
る
償
格
に 

於
て
二
十
•ハI

セ
ン
ト
の
收
盡
を
生
す
る
土
地
に
就
き 

て
考
ふ
る
に
、
如

な

ふ

價

格

の

減

：少

も

そ

れ

：
^
半

減 

か

下

に

：停

ま

る

に

於
て

は

、
，
：資

本

を
斯

か

る
土
地
よ
タ 

服
退
せ
し
む
る
事
は
不
可
能
ご
思

はe

る

。
蓋
ム

穀

價 

が

假

今

利

潤

を十！

パ
t

セ
ン
ト
に
減
退
す

-る
殺
に

®

落
し
て
も
、.

依
然
同
：

t

資
本
を
投
ド
す
る
價
觸
が
め
る 

で
あ
ら
ぅ
。.如
何
ヒ
な
れ
ぱ
を
は
他
の
如
何
な
る
事
業 

に
於
る
資
本
ょ
ら
も
W

1

ハt

セ
，ン
.ト

多

の

利

潤

を
 

齋
ら
す
故
セ
あ
る
。

.

而
し
て
此
！
 

X

I

セ
ン
ト
が
地
代 

ざ
な
る
で
あ
ら
テ」

-
y

x
w

な
け"
OP.
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デ

； p
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3
8

‘
4
0
)
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"
"

.C
a
r
m
a
n

 

'
は
前
揭
の「

如
何
な
：る
®

雄

の

減

少

も

-
そ 

れ
が
半
減
以
下
に
停
ま
：ふ
に
於
て
は」

a
n
y

 

d
i
m
i
n
u
t
i
o
n

 

o
r

 

j
p
i
i
c
e

 

u
n
d
e
r

 

a

 

d
i
n
^
&
u
t
i
o
p

 

O
I o

n
e

 

f
i
a
h

 

ふ 

i

旬
は
、
恐
.ら
く
、「

如
何
な
る
：'償
格
の
減
少
も
、
そ
れ 

が
最
癒
等
の
十H

’I
力
，
ね
於
る
純
收
養
を
半
減
せ
し 

ひ
る
以
下
に
障
ま
る
に
於
て
は> 
§
y 

d
i
m
i
n
u
t
i
o
n
、o

f

 

p
n
c
e

 

w
l
w
c
l
i

 

w
o
u
l
d

 

r
e
d
u
c
e

 

t
h
e

 

n
d
:

 

r
e
t
u
r
n
s

 

o
n

 

t
h
e

 

b
e
b
t

 

t
e
n

 

a
c
r
e
s

 

b
y

 

l
e
s
s

 

t
h
a
n

 

o
n
e
-
h
a
l
f

 

ざ
云
ふ 

意
味
で
、
單
に
表
現
の
形
態
に
'關
す
る
迁
潤
な
る
先
錯 

に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
を
云
ひ
、
，又「同

；！

資
本」

 

t
h
e

 

s
a
m
e

 

c
a
p
i
t
a
l

 

ぱ

勿

論

：

「

同

額

.
の

資

本

j

 

t
h
e
.
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s
a
m
e

 

a
m
o
t
p
t

 

o
f

 

c
a
p
i
t
a
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の

謂

ひ

で

あ

ら

ラ

オ

養

释

:

館

十

七

卷

(

5
九
5

雜

0

力
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ド
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先
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I
レ ，:.

-；-；> 
て
ゐ
る
，

(
c
a
n
s
n

.
:
, .eories .of. Productipn

. 

.and 

,
ぎ

p
p
.

 

3A8-3.I9 )
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後
者
は
觅
も
角
前
者
は 

餘
程
の
寬
容
ご
思
ふ
が
私
は
今
深
く
此
點
を
追
求
せ
す 

し
て
、クH

ス
ト
ゆ
最
後
の
論
述
に
翁
が
ぅ
。
彼
れ
は
® 

い

て

去

何

i
i

故
如
上
の
親
象
が
生
す
る
か
ご
云
ふ
、
 

離
問
は
、
M
.

だ

資

本

め

各

部

，分

に

！
^
す

る

收

益

遞

減

の 

原
理
に
.依
り
て
の
み
認
明
す
る
事
が
出
浓
る
；即
ち
，
其 

與
相
は
百
破
に
對
し一

i

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
收
餘
を
齋
ら 

，
す

士

地

は

、

耽

に

示

せ

る

如

ぐ

、

W
破
ょ
り
も
ニ
層
僅
，
 

少
な
る
資
本
に
劇
し
て
は
！
 i

十
パ
I

セ
ン
ト
以
上
の
收 

益
を
齋
>
?す
、
隨
つ
て
是
れ
じ
：投
下
せ
ら
る
\
百
硫
の 

最

初

M
部
分
に
對
し
て
は
、
其
後
0
部
分
に
對
す
る
ょ 

◎

も

1
:

層
高
舉
の
收
溢
を
齋
ら
す
に
違
ひ
な
い
。
故
に 

觉
其
牧
，盤
を
齋
.ら
す
態
樣
‘は
’次
の
，如

く

で

あ

ら

ぅ

。 

卯

ち

最

お

の

十

破

は

例

へ

ぱ

四

十

.パ

I

セ
：
ント
の

純

產

 

額
を
生
じ
、次
.
す$

は
ニ
，
.

十
バ
I
セ
ン
ト
を
生
じ
、以 

下
順
次
是
れ
に
曆
ジ
て
遂
に

.資
本
の
最
後

Q

投
下
部
分

.

猪
ナ一

0

1

-
S

f) .
は
十
パ

I
セ
シ
ト
以
上
の
純
産
額
を
注
じ
な
い
で
，

^
ら
：
 

:
う
。
蓋

/
農
失
'は
勿
論
十
パ
J

ャ
ン
.ト
せ
看
做
，さ
る
、 

普
通
の
利
潤
を
齋
ら
す
限
ひ
は
、
•出
來

る

丈

：け

多

額

の 

一
資
本
を
投
す
る
か
ら
で
あ

•る
'
。
. 

..

愛

；U於
， .

で
.か

地

主

め

地

代

：は

：
> 
依

然

前.の
：
楊

合

ぜ

，
同 

じ

く

、

全

資

本

り

上

：
に
，
、

.其

資

本

中

の

，慑

後

の

.
即

ち

最
 

も
不
利
な
ろ
部
分9

:

所
章
に
對
し
て
造
り
出
さ
れ
な
超 

過
額
の
總
て
V
あ
ら
うV

且CV.

又
：前

の

：場

合

ご

同

‘條
に
’ 

若
し
も
穀
價
が
騰
貴
も
て
從
前
十
パ
i

セ
ン
：K
.

P純
愈 

額
を
生
t

た
る
該
資
本
部
分
が
今
囘
千一

パ
I

セ
，ン
；.ト
‘ 

を
生
卞
る
.
.に
至
ら
ぱ
ゾ
：更
じ
新
た
な
る
.資
本
部
分
が
换
：
 

下
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
復
た
同
樣
じ
穀
價
が
低
落
し 

て

最

後

の

資

本

部

分

の

利

潤

を

十

.バ

I

,

セX

ト

ょ

ね

九
 

パ
I

セ
シ
ト
に
削
減
す
る
な
ら
ぱ
、
該
部
分
は
撤
遮
，せ
' 

ら
れ
る
で
あ
4

う
故
に
苟
く
も
穀
價
の
低
落
す
る
；場
：
 

A
ロ
に
.於
1

は
從
前
最
少
の
利
潤
を
提
供
せ
る
：資
本
部
分
，
.
. 

が
徹
退
せ
ら
れ
‘、：
唯

だ

相

當

の

，
收

翁

を

引

織

：ま

.齋

も

す

所

、
の

部

分

の

み

が

殘

さ

れ
.る
◊
:而
し

て

斯

く

の

如

.‘さ
便

..'
 

價
格
低
落
の
後
ミ
雖
"
彼
れ
は
八
に
骤
じ
て
四
ポ 

格
低
減
の
地
代
に
及
ぼ
す
影
響
は
略
ぽ
次
の
如
く
で
あ
r 

>1
‘

セ

：
.
，ン
ト
換
言
す
れ
ば
三
；

£nf1
せ
贿
の
純
利
を
得
4

‘

聊
サ
例
へ
ぱ
ポ
麥
一
ク
ォ
I
タ
ァ
の
價
格
九
十
志
、 

地
代y

パ想11

百
硫
ァ
借
地
人
の
，資
本
額
千
硫
、：
是
れ
に 

1

ず
を
利
潤
.一
年
百S

ク
産
額
千
四
百
破
ゥ
餅
麓
に
て
‘
 

賞
，借
せ
.
る

、
土

地

を

假

想

せ

ょ

。

今

小

梦

が

六

十

志 

に

低

落

せ

る

後

若

じ

も

借

地

入

が

同

額

の

資

本

を

，土
地 

じ
飲
ひ
も
な
ら
、
彼
れ
は
.其
資
本
を
す
ら
蔣
生
す
る 

事
は
出
來
ぬ
で
あ
ら
ぅ
ヴ
況
や
地
代
は
仰
更
ま
拂
ふ
を 

得
-
?い̂
で
あ
ら
ぅ
。

,ル
然
し
此
徵
格
低
落
に
際
し
て
彼
れ
が
其
資
本
を
八
百 

硫
に
创
減
せ
ら
'ざ
せ

ょ

ひ

.

.

. 

,

彼
れ
は
惯
格
低
落
以
前
に
は
典
千
破
の
全
資
本
に
»

:

し
.て

四

碌

即

四

.ナ
バ
I
セ
：'ン
ト

の
繊
利
を
得
た
の 

で
あ
る
か
ら
'
?最
彻
の
八
百
破
に
對
し
て
は
四
十
パ
1 

セ
，.ン
.ト

以

上

を

得

マ

.，
ゐ

た

道
理
で
あ

る
。
.そ
こ
で
段

令

か
も
知
れ
な
い
。
其
內
利
潤
€
し
て
狼
れ
自
身
の
念
飾 

は
八
十
破
で
！一

百
四
十
硫
は
地
代
ご
し
て
地
#

は
*
渡 

す
る
で
あ
ら
ラ
。
.
•斯
ぐ
て
此
假
足
の
下
に
於
て
は
‘二
分 

:
之

r

の
歡
價9

低

地

代

を

#

に
五
分
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る
に
過
ぎ
‘ね
で
み
ら
*フ̂」
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脈
く
.

0
^

如
く
‘に
通
觀
し
来
ル
ぱ
ク
ギ
ス
ト
の
地
代
學 

說
.た
る
.、

タ

力
，ア
♦ト

ォ

じ

優

先

‘
し

て

其

生

凰

服

理

を

適
 

確
に
道
破
せ
る
か
の
槪
が
あ
.

<? 

0
:然

ふ

‘.
に

地

代

學

說

化
 

,上
獨
り
後
者
が
殷
然
重
き
を
爲
す
に
拘
ら
や
"
，詠
者
が 

凰
々
逸
失
せ
ら
る
所
以
は
奈
邊
に
存
す
る
乎
。

A 

•

‘

、

-卑
見
に
傲
れ
.ぱ
夕
ズ
ス
ト
の
地
代
學
説
が
.ダ
カ
ア
ド 

方
の
そ
れ
に
對
し
大
な
る
軒
棘
を
存
す
る
は
、
地
代 

ざ

價

値

價

格

ぐ

の糊
，互
關

係

を

®

明

する；事
未

だ

®

だ 

審

か

は

ら

中>
.ま

ぐ

裁

强

調*
說

ぢ

缺

如

せ

る

黯

，に

在

薪
す
七
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十

セ
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五
九
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雜

0 

V力
，プ
ド
す
地
代
學
肅
.タ
先

る
€
思
は
れ
を
。
彼
れ
が
地
味
の
肥
痛
地
位
の
便
否
ょ 

ぁ
倏
生
ず
る
較
差
地
代
.並
に
收
機
遞
減
の
作
用
ょ
，
後 

生
す
る
峻
差
地
代
§
,
觀
念
を
、
.極
め
て
明
瞭
に
把
撮

せ

， 

る

は

前

翻

の

總

言

の

立

諧

す

る

然

も

es' 

ネ
ァ
V
ォ
地
代
學
說
の
生
照
理
のI

た
る
、
地
代
が
懷 

格
の
，1

構
成
分
子
.た
ん
能
；

S
ざ

る

脈

仏

；
^

十

分

明

快

じ
 

，
主

張

し

て

は

ぬ

な

い

。

勿

論

彼

れ

の

論

述

®

に
表
現
せ
ッ 

ら

る

：V
思

索

の

述

餓は
、

ん

轉

脾
力

推
理
じ
依
つ
て
直 

ii,

愛
に
到
達
す
可
き
强
く

.示
唆
せ
る
に
相
逮I

?

く
、 

.第

.實
彼

れ

，自

身

之

を

會

得

甘

& 

傭
す
可
タp

i
由
'
が 

跳
,

b

て
無
い
で
ぱ
無
い
が
-
然
も
飽
く
ま
で
も
之
を
K 

一
現
！̂
說

す

る

事

ぐ

レ

に

；終

つ

て

ゐ

^
。
成
は
被
れ
が
：

e

 

§

原
卵
を
眼
調
：せ
ざ
り
し
所
以
は
、4

>
れ

が

，败
れ
の 

ま
"說
.の
根
抵
を
爲
せ
る
の
除
.シ
に
> 
殊ISi；

注
意
を
要
求
.
 

ま

必

が

無

か

つ

ね

か

ら

で

、
這
俊
の
消
息
は
彼
れ
-
 

★
-
プ

八 
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六
年
に
公
刊
せ

，る
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6
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c
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and 
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a
g
e
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.
o
f
‘ ：L

a
b
o
u
r
/
>

の

瞪

明
す
な
所
で
ホ

る

s
餅

譲

鎮
十
ん
號

を
試
む
る
論
者
め
れ

\

レ

も、をは畢竟力？

S

ドォ自
 

嚴
が
其
地
化
學
說
を
最
初
表
白
せ
る
小
著

n

八1 

五
条)

並
に
.之
を
大
成
せ
る
ヮ

^

^
ズ
一
八r

七
ギ
お 

版)

の
出
で
た
る
後
の

^
ギ̂
ス
ト
：ル
著
書
を
俟
ウ
て
始 

め
て
成
立
ず
る
辦
譲
で
ぁ
つ
て
、
假
分
ク
ュ
ス
ト
が
前 

著
發
刊
當
時
旣
に
断
に

.該
膨

®
を
會
得
せ
る
の
瞪
左

W

 

な

つ

て

も

、
，
彼

れ

が

账

K
l
i

於
て
.
尙
且
ク
力
ド 

ォ
に
優
な
し
な
ね
ご
主
張
す
る
の
論
據

ざ

は
な
リ
難
い 

の
で
み
る
◊
況
や
廣
ぐ
價
膨
論
分
配
論
を
宵
景
ご
せ
る 

地
代
の
徹
底
的
考
究
の
如
は
、
到
嵐
之
を
ク

H

ス
ト 

に
求
^ ̂

能
は
ざ
る
も
の
で
ぁ
る
？
 
％
じ
.Mc

c
c
n
o
d
l

 

の

所

言

の

如

，
ぐ

所

誰

彼

^
^
.の

著

：
^
:
は

其

目

的

に

於

て

甚
 

だ
限
ら
れ
た
る
も
の
ご
な
つ
た
。
斯
く
て
ア
シ
ダ

I

ジ 

ン
ビ
云
ひ
ク
ょ
？

^
ト
と
云
ふ
も

> 
ジ
ヵ
ア
ド
ォ
地
代
撃 

說
の
核
心
た
る
較
差
地
代
の
觀
念
は
共
に
明
確
に
抱
懷

し
乍
ら
、
前
者
は
地

代

が
價
格
を
支

配

し
能
は
ざ
る
所 

以

を

寡

ら

力

說
^

，
て

收

8

媳

敏

れ

法
®

を

も

&

张

12^

し
j 

‘是
れ
じ
反
し
て
後
者
は
收
獲
遞
減
.の
法
則
を
極
力 

强
調
し
て
、
他
代
♦れ
徵
格
：を
支
配
し
能
は
ざ
る
所
以
を 

は
く
共
輕
視
し
て
ゐ
-§:
£。
然
る
に
タ
ヵ
^
<
ド
ォ
に
至
つ 

て
雨
者
の
映
，階
は
填
補
せ
ら
れ
然
"ルi

層
廣
欄
な
る
見. 

地〕

ょ
ね
渾
然
た
る
地
代
學
說9

樹
立
一
を
見
た
-
の〜

あ 

る
0
:
:
.
私
は
大
成
必
す
し
も
鯽
創
に
劣
ら
す
否
®
々
是
れ 

に
，
優

越

す

る
5

^
る
を
確
信
す
I石
^
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

此
.1

事
.尙
以
て
：ジ
カ
ア
ド
オ
の
偉
を
®

す
る
に
‘足
る
ぶ
：
 

思
ふ
が 

然
し
同
時
に
彼d

が
自
己
の
見
解
の
定
ま
ら
. 

ざ
る
以
前a

ク

^

ト
め
著
書
を
知
悉
じ
化
り
'
^
假
走 

せ
ぱ
此
點
に
於
て
幾
分
後
者
に
負
ふ
も
の
ビ
認
容
し
な 

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
道
理
で
あ
る
。
.
然
る
に
.

1

A

1.

五
年 

三
.月

九

日

，

.
ジ
力
.
ア
ド
ォ
が
マ
：.

A
,

サ
：，ス
に
.與
.
.
.へ.
.
-
^
る
-書 

简
中
の！

.節
は
彼
れ
が
其
地
代
學
說
の
組
織
に
關
I

、

:::,

他

者

は

：
暫

く

措

，
き

>

-

融

ぐ♦

タ
チ
ス
ト
，，に
は
寸
毫
も
負

. 

;
;

ふ
所l

i

か
ゎ
し
事

®

.

^I
f

め
て
雄
じ
立
，«

し
て
へ
ゐ 

.

.る

0
 

:

叩
ち
云

' 

ふ
.「

.

君

y
.
*

別
後
小
生
は

H

ド
ブ
I

ド
®ク>

1

ス

：
 

>
氏

ょ

り

寸

猪

を

得#

候

。
.？
彼

れ

はA
：. ；F

e
l
l
o

ぐ

o
f

 

t
r
n
,
l
v
e
r
&
y

 

C
o
l
l
e
g
e

な
る
：稱
.呼

を

用

ゆ

る

著

作

家

U

 

て

、
勿

論

小

生

の

意

見

に

：

S

成
：を

表
-
居̂

候

。
蓋
し
そ
ぐ 

は

彼

れ

自

，身

の

意

見

に

甚

だ
.酷

似
せ
る
故
に.候

。

小
生 

は

彼

れ

の

著

臀

を

周

到'に
味
讀
：す
：る

に

及

び

、

彼

れ

の
.，

，考
察
の
.
小
生
自
身
の
者
察
に
頗
，石

1:

致
.せ

る

所

以

を

'
發

.
；
： 

見

政

し

候
 

一
 

€ 

(
L
e
t
t
e
r
s

 

o
f

 

R
i
c
a
r
d
o

 

t
o

 

s
a
l
t
h
u
%

B
onar

ぶed, 

p, 

6
3
)

。
询
に
タ
工
ヌ
ト
の
著
作
の
出
版 

は

1

八

1

五

年！

月
十
三
日
：̂
,タ
ニ
月
六
日
に
至
る
間
‘

の
某
日
、
亦
，お

.ジ
力
ァ
ド
ォ
の
地
代
擧
說
の
最
初
の
表 

現
た
る

《
E

s
s

a
v

 

o
n

 

t
h

e

 

L
o

w

 

P
r

i
c

e

 

o
f

 

c
o

m
》

の

.
出
版
は
同
年
二
月
十
日
ょ
ら
こ
‘月1

1

十
五
日
前
後
に
至 

る
其

日
に
し
て 

s
a
n
n
a
n

 : 

Theories 

of Production

a
n

d

 

D
I

s
t

ユb
u

t
i

o
n

,

 

p
.

 

I
6

C
n

o
t

e
)、

時
日
は
極
め
て
接

近
し
て
ぬ
れ
の
で
あ
る
。
愛
に
於
て
か
時
を
同
じ
ぅ
す

る
二
人
の
著
者
が
相
互
に
全
く
織
立
し
て
同一

思
索
C
.

到
逮
し
た
も
ビ
云
ふ
、
，諸
般
の
科
學
の
歷
史
に
於
て
決

i

然

十

七

き(

ブK
九
.七〕

0 

0

，力
ア
ド
ォ
地
代
學
魏
の
先
縦

第
十

m

! 
ニ
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第
十
七
卷.

(

一
五
九
八

〕

雜

• 

0

故
旧
中
教
授.

，
し

て

稀

な

ら

ざ

る

事

賞

の

.偶
：發

を

見

た

.る

も

め

で

あ 

る
も
<
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